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    議会事務局長    平井 和則 

    議会事務局次長   志茂 典幸 

 

 議事日程 

  日程第１  諸般の報告 

  日程第２  会議録署名議員の指名 

  日程第３  会期の決定 

  日程第４  諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

  日程第５  諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

  日程第６  諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

  日程第７  諮問第４号 人権擁護委員候補者の推薦について 

  日程第８  議案第１４号 江田島市行政財産の使用料に関する条例案について 

  日程第９  議案第１５号 江田島市保育施設給食センター設置及び管理条例案に 
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               ついて 

  日程第１０ 議案第１６号 江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に 

               関する条例等の一部を改正する等の条例案について 

  日程第１１ 議案第１７号 江田島市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改 

               正する条例案について 

  日程第１２ 議案第１８号 江田島市行政手続条例の一部を改正する条例案につい 

               て 

  日程第１３ 議案第１９号 江田島市保育園条例及び江田島市認定こども園条例の 

               一部を改正する条例案について 

  日程第１４ 議案第２０号 江田島市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正 

               する条例案について 

  日程第１５ 議案第２１号 江田島市火災予防条例の一部を改正する条例案につい 

               て 

  日程第１６ 議案第２２号 公の施設の指定管理者の指定について 

  日程第１７ 議案第２３号 平成２６年度江田島市一般会計補正予算（第５号） 

  日程第１８ 議案第２４号 平成２６年度江田島市後期高齢者医療特別会計補正予 

               算（第１号） 

  日程第１９ 議案第２５号 平成２６年度江田島市介護保険（保険事業勘定）特別 

               会計補正予算（第３号） 

  日程第２０ 議案第２６号 平成２６年度江田島市介護保険（介護サービス事業勘 

               定）特別会計補正予算（第１号） 

  日程第２１ 議案第２７号 平成２６年度江田島市住宅新築資金等貸付事業特別会 

               計補正予算（第１号） 

  日程第２２ 議案第２８号 平成２６年度江田島市地域開発事業特別会計補正予算 

               （第２号） 

  日程第２３ 議案第２９号 平成２６年度江田島市下水道事業会計補正予算（第２ 

               号） 

  日程第２４ 議案第３０号 平成２６年度江田島市交通船事業会計補正予算（第３ 

               号） 
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開会（開議)  午前１０時００分 

 

○議長（山根啓志君）  ただいまの出席議員は１８名です。 

 定足数に達しておりますので、これより平成２７年第１回江田島市議会定例会を開会

いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

日程第１  諸般の報告 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１、諸般の報告を行います。 

 田中市長から報告事項がありますので、これを許します。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  改めまして、おはようございます。平成２７年第１回江田島

市議会定例会を招集しましたところ、議員の皆様には全員御出席をいただきましてまこ

とにありがとうございます。 

 この冬は強い寒波の影響で、北日本では大雪となっております。多くの人が不安な生

活を余儀なくされております。また、例年より早いインフルエンザの大流行により、広

島県では警報が発令され、市内の学校でも学級閉鎖に追い込まれました。皆様方には、

体調管理には十分御留意いただければと思います。今月に入り、三寒四温、梅の便りも

聞こえてきており、春の訪れが待ち遠しいところでございます。 

 さて、国外では過激派組織ＩＳによる数々の残虐行為に対し、空爆や地上作戦で対抗

するなど長期化の様相を呈しており、今後の動向を危惧しております。 

 一方、国政に目を転じてみますと、国はアベノミクス効果による経済の好循環拡大と

地方創生の推進を図るため、大型の補正予算並びに当初予算案を編成しております。広

島県においても、国の経済対策を活用し、災害に強いまちづくりや地方創生を中心に積

極的な施策展開を推進するとしております。 

 このように、国、県とも経済の活性化や地方創生に向けた方向性が強く打ち出されて

おり、本市としてもこうした動きに呼応しつつ、地域活性化に向け、これまで以上にス

ピード感を持って効果的な施策を着実に実施していくことが求められていると強く感じ

ております。そのため、今後とも国、県の動向を十分注視しながら、それぞれ状況に即

した迅速な対応を図ってまいりたいと考えておりますので、議員の皆様の御協力、よろ

しくお願いいたします。 

 こうした中での本定例会は、合併市制施行から１１年目となる新たな未来に踏み出す

平成２７年度の当初予算案並びに関連議案を御審議いただく節目の定例会でございます。

活発な議論とともに慎重審議、よろしくお願いいたします。 

 それでは、昨年１２月開会の定例会以後の市政の主な事柄につきまして、１１項目報

告を申し上げます。 

 まず第１点目が、江田島市消防出初式についてでございます。 
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 １月１１日、大柿町柿浦漁港埋立地で、躍動をテーマに江田島市消防出初式を開催し

ました。当日は天候に恵まれ、市民及び来賓５６７人が参加する中を市内の防災関係者

６５０人、車両２９台が行進したほか、自主防災会による初期消火訓練、消防本部と消

防団による消火・救助訓練などが披露されました。また、昨年１１月８日に開催した江

田島市安全・安心こども写生大会の表彰式も行いました。今後とも市民の負託に応える

ため、施設整備及び消防力の強化に努め、災害に強いまちづくりを進めてまいります。 

 ２点目が、江田島市成人式についてでございます。 

 １月１２日、大柿公民館で江田島市成人式を開催しました。式典には新成人を初め来

賓など約３００人の参加がありました。成人式運営委員の活躍やシンガーソングライタ

ーの松本隆博さんによる記念講演により充実した成人式とすることができ、新成人の新

たな門出を祝うことができました。 

 ３点目が、体験型修学旅行受け入れ事業についてでございます。 

 １月１２日から１４日までの２泊３日で神奈川県立川崎工科高等学校の２２９人の生

徒を無事受け入れ、今年度の体験型修学旅行受け入れ事業を終えることができました。 

 今年度は県内の小学校１１校３７７人の児童と県外から中学校及び高等学校１０校の

１，３４２人の生徒を受け入れました。御協力をいただいた民泊受け入れ家庭延べ４４

１軒と体験事業者延べ１３３人の多くの皆様に対し、心から感謝申し上げます。今後も

より多くの市民の皆様にこの事業に参加していただき、交流の拡大を図るよう取り組ん

でまいります。 

 ４点目が、江田島町小用三丁目地先の公有水面埋立事業についてでございます。 

 平成２５年３月２１日に広島県と締結した基本協定に基づき、平成２６年７月４日付

で広島県と平成２６年度契約を交わして工事を委託しましたが、次のとおり平成２７年

１月２６日付で変更契約を行いました。 

 変更契約名、一般国道４８７号道路改良事業に伴う江田島市江田島町小用三丁目地先

公有水面埋立事業に関する平成２６年度工事受委託契約の一部を変更する契約。変更契

約年月日、平成２７年１月２６日。変更契約金額、４００万円。契約の相手方、広島県

西部建設事務所長。工期、平成２６年７月４日から平成２７年３月３１日まで。 

 これは、当初計画していた工程の一部に遅れが生じ、事業量が減少したことにより負

担金が１，６００万円から４００万円に減額となったため、当初の契約を変更したもの

です。引き続き広島県と連携し、早期完成を目指して事業を推進してまいります。 

 ５点目が、江田島市カキ祭等についてでございます。 

 ２月１日、江田島町小用港みなと公園で江田島市カキ祭及び中晩柑類品評会が開催さ

れました。当日は約６，０００人の来場があり、焼きガキやカキ汁などの試食、農水産

品の販売に長い行列ができ、旬の味覚を味わっていただきました。また、ステージでは

フォトコンテスト表彰式や市民参加型ゲームも行われ、大変盛り上がりました。毎年同

時開催している中晩柑類品評会には、デコポンやネーブルなど１３７点の出品があり、

優秀作品の表彰後には即売会が行われました。ことしも宮城県気仙沼市カキ養殖業者復

興支援募金が企画され、１３万５，７６９円の募金が集まりました。御協力いただいた

関係機関・団体の皆様に感謝申し上げます。 
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 ６点目が、住宅宣言吉島「江田島かきまつり」についてでございます。 

 ２月７日、８日の両日、広島市中区の吉島住宅展示場で恒例の江田島かきまつりを開

催しました。このイベントは広島市内で江田島産カキや特産品をＰＲするもので、広島

市近郊から２日間で約５，３００人の来場がありました。会場では焼きガキを初め、カ

キを使ったメニューが好評を博したほか、鮮魚や晩柑類などのブースにも行列ができま

した。今後もカキを初めとする特産品のＰＲに積極的に取り組んでまいります。 

 ７点目が、江田島市総合計画審議会の答申についてでございます。 

 ２月１０日、江田島市総合計画審議会の中谷隆会長から第２次江田島市総合計画基本

計画についてを答申を受けました。この答申を受け、平成２７年度からの１０年間、

「協働と交流で創り出す『恵み多き島』えたじま」を目指し、毎年の市民満足度調査の

評価を踏まえて実効性のある施策及び事業を推進してまいります。 

 ８点目が、江田島市行財政改革審議会についてでございます。 

 ２月１３日、市役所で第１回江田島市行財政改革審議会が開催されました。初めに会

長の選任を行い、江田島市社会福祉協議会事務局長の堂野﨑平委員が選任されました。 

 会議では、第３次江田島市行財政改革大綱の策定について審議していただくよう会長

に諮問し、今後の会議の進め方についての協議が行われました。 

 ９点目が、災害時における物資供給に関する協定の締結についてでございます。 

 ２月１６日に市役所でＮＰＯ法人コメリ災害対策センターと災害時における物資の供

給に関する協定を締結しました。この協定は、地震、風水害その他の大規模な災害が発

生し、日用品等が不足する場合に、必要な物資を迅速かつ円滑に供給することを目的と

したものです。 

 １０点目が、各種定期総会等についてでございます。 

 このことについて、別紙１のとおり開催され、市長、副市長、教育長及び関係課長が

出席しました。 

 最後に１１点目、工事請負契約の締結についてでございますが、別紙２のとおり契約

を締結いたしております。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で市長の報告を終わります。 

 次に、議長報告を行います。 

 地方自治法第１９９条第９項の規定による定期監査の結果報告並びに地方自治法第２

３５条の２第３項の規定による平成２６年１１月及び平成２６年１２月に係る例月出納

検査に対する監査の結果報告がお手元にお配りしたとおり提出されておりますので、ご

覧いただくようお願いいたします。朗読は省略いたします。 

 以上で議長報告を終わります。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

日程第２  会議録署名議員の指名 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

－５－ 



 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定により、議長において１５番 山本一也

議員、１６番 新家勇二議員を指名いたします。 

 

日程第３  会期の決定 

 

○議長（山根啓志君）  日程第３、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 今期定例会の会期は、本日から３月１３日までの１７日間としたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は１７日間と決定いたしました。 

 

日程第４  諮問第１号～日程第７  諮問第４号 

 

○議長（山根啓志君）  この際、日程第４、諮問第１号から日程第７、諮問第４号 

人権擁護委員候補者の推薦についてまでの４案を一括議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま一括上程されました諮問第１号から諮問第４号まで

の人権擁護委員候補者の推薦についてでございます。 

 最初に議案書１ページ、諮問第１号でございます。 

 平成２７年６月３０日で任期満了となる次の人権擁護委員を引き続き人権擁護委員の

候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして、議会

の意見を求めるものでございます。 

 推薦したい方は、住所が江田島市江田島町小用○丁目○○番○○号、氏名が小川壽子

さんです。昭和○○年○月○○日生まれ、７０歳でございます。小川さんは人格識見が

高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある方でございます。 

 次に議案書３ページ、諮問第２号でございます。 

 同じく平成２７年６月３０日で任期満了となる次の人権擁護委員を引き続き人権擁護

委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして、

議会の意見を求めるものでございます。 

 推薦したい方は、住所が江田島市江田島町切串○丁目○番○号、氏名が尾崎しおりさ

んで、昭和○○年○月○日生まれ、５６歳でございます。尾崎さんも人格識見が高く、

広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある方でございます。 

 続いて議案書５ページ、諮問第３号でございます。 

 同じく平成２７年６月３０日で任期満了となる次の人権擁護委員を引き続き人権擁護

委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして、

議会の意見を求めるものでございます。 

－６－ 



 

 推薦したい方は、住所が江田島市沖美町三吉○○○番地○、氏名が米田眞知子さんで、

昭和○○年○○月○○日生まれ、６４歳でございます。米田さんも人格識見が高く、広

く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある方でございます。 

 続いて議案書７ページ、諮問第４号でございます。 

 平成２７年３月３１日で任期満了となる人権擁護委員、山本幸さんの後任として次の

者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定

によりまして、議会の意見を求めるものでございます。 

 推薦したい方は、住所が江田島市大柿町飛渡瀬○○○番地○、氏名が堀尾正子さんで、

昭和○○年○○月○○日生まれ、６１歳でございます。堀尾さんは人格識見が高く、広

く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある方でございます。 

 以上４件の諮問でございます。何とぞよろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 本４案に対する質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 本４案はこと人事に関することでありますので、討論を省略し、直ちに起立により採

決に入ります。 

 まず、諮問第１号についてお諮りします。 

 人権擁護委員候補者として小川壽子氏を適任とすることに賛成の諸君の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、小川壽子さんを適任とすることに決定いたしました。 

 次に、諮問第２号についてお諮りいたします。 

 人権擁護委員候補者として尾崎しおり氏を適任とすることに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、尾崎しおり氏を適任とすることに決定いたしました。 

 続いて、諮問第３号についてお諮りいたします。 

 人権擁護委員候補者として米田眞知子氏を適任とすることに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、米田眞知子氏を適任とすることに決定いたしました。 

 続いて、諮問第４号についてお諮りいたします。 

 人権擁護委員候補者として堀尾正子氏を適任とすることに賛成の諸君の起立を求めま

－７－ 



 

す。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、堀尾正子氏を適任とすることに決定いたしました。 

 

日程第８  議案第１４号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第８、議案第１４号 江田島市行政財産の使用料に関す

る条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第１４号 江田島市行政財産の

使用料に関する条例案についてでございます。 

 地方自治法第２２５条及び第２２８条第１項の規定に基づきまして、行政財産の使用

料について条例を制定する必要がありますので、同法第９６条第１項第１号の規定によ

りまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議案第１４号について説明いたします。 

 議案書１２ページから１６ページに制定条文を、１７ページに参考資料を添付いたし

ております。初めに制定内容を説明させていただき、その後に条文の説明をいたします。 

 議案書１７ページの参考資料をお願いいたします。 

 まず１、条例制定の経緯につきましては、本市では行政財産について、それぞれ設置

及び管理条例を定め、その中で各種使用料を定めております。しかし、各条例の中には

目的外使用に関する使用料の明確な規定がないものがございますので、地方自治法第２

２５条及び第２２８条第１項の規定により、江田島市行政財産の使用に関する条例を制

定するものでございます。 

 ２、条例の内容につきましては、まず対象とする使用料は地方自治法第２３８条の４

第７項の規定によります目的外使用許可を受けて行政財産を使用するものでございます。 

 （２）、使用料の額は、ア、土地の使用料、これは年額ですが、固定資産税仮評価額

に応じて１平方メートル当たり年額１５０円から１，０９０円の幅で段階的に設定して

います。 

 なお、原則として当該価格の評価替えに応じ見直しを行うことといたしております。

イ、建物の使用料、年額ですが、次の計算式により年額を算出いたします。近隣民間事

例の平均平方メートル単価、月額ですが、これに調整率、使用面積、使用期間、消費税

率を掛けたもので算出いたしております。ウといたしまして、前述のア、イによりがた

い市長が認めるときは、市長がその都度定めることといたしております。エ、他の条例

に目的内使用料の定めがある場合は、目的外使用料はその５割増しを基準に市長がその

都度定めるといたしております。 

－８－ 



 

 ３、使用料の徴収方法は、ア、一時的に使用する場合は使用の許可をするときにその

全額を徴収する。イ、使用料の額が月額または年額で定められている場合は、全額を使

用期間が１年以上にわたる場合は年度ごとです。市長の指定する日までに徴収する。ウ、

使用期間の中途において、使用の目的、使用の態様または使用の面積、長さ、本数もし

くは個数の変更により使用料の額を増加すべき場合は、増加分を市長の指定する日まで

に徴収する。エ、特別な理由があると認めるときには、分納または後納が可能といたし

ております。 

 施行期日は平成２７年４月１日です。 

 議案書１２ページをお願いいたします。 

 条文内容について説明いたします。 

 まず第１条、趣旨ですが、行政財産を目的外使用許可を受けて使用する場合の使用料

について必要な事項を定めることといたしております。 

 第２条、使用料の額は、他の条例に使用料の定めがない場合は別表第１及び別表第２

のとおりとし、定めがある場合は、その使用料の額の５割増しを基準として市長がその

都度定めることといたしております。 

 第３条、使用期間等の計算は、使用料の額の算定の基礎となる基準日、使用期間及び

端数処理等を定めております。 

 次、１３ページをお願いいたします。 

 第４条、使用料の徴収方法は、徴収時期や分納等の特例措置を定めております。 

 第５条、使用料の減免は、減免規定を設けています。 

 次、１４ページをお願いいたします。 

 第６条、使用料の還付は、返還規定をここで定めております。 

 第７条、委任は、この条例の施行に関し必要な事項は市長が別に定める委任規定を設

けております。 

 附則といたしまして、施行期日をこの条例は平成２７年４月１日から施行するとして

おります 

 次、１５ページをお願いいたします。 

 別表第１として、土地使用料の額を定めております。 

 次、１６ページをお願いいたします。 

 別表第２といたしまして、建物使用料の算定式をお示しいたしております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  １点だけお尋ねしますけど、目的外使用という概念がどう

もようわからんのだけど、具体的な例を示してちょっと説明してもらえればありがたい

んですが。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

－９－ 



 

○総務部長（土手三生君）  財産の中には四つ財産の規定がございまして、この中に

公有財産、物品、債券、基金という四つの財産がございます。その中の公有財産の中に

行政財産と普通財産がございます。その行政財産は、根拠は市において公用または公共

用に供し、または供することを決定した財産ということで、公共用に使う財産を行政財

産という定義いたしております。 

 この行政財産も二つございまして、公用財産、これは市が直接使用する施設、例えば

庁舎とか消防施設など市が直接使用する施設、それと公共用財産は市民が共同利用する

財産、これは学校とか図書館、公民館、公営住宅、公園など、これはこういった目的に

よって定められて設置及び管理条例のもとに管理をして使っていただいておりますが、

この目的以外の使用をされる場合につきましての今回基準を設けるということで条例制

定の条文を上げさせていただいております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  例えば学校の運動場を借りるじゃん。そしたら、そこで町

民運動会をするんならええとしても、その使い方がようわからんもんね。目的外いうて

も、例えば公民館なら、公民館を借りてたら踊りを踊ったり演劇したりするのに借りる

ときは目的内で、目的外いうたら具体的にどういうふうなのが目的外になるのか、その

目的外いう概念がね、どうも頭が悪いからかぴんとこんのじゃけど、どういうのがある

のかを具体的に。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  一応この条例の制定の可決されましたら基準等を設ける

ような予定にいたしております。その基準の中に、例えば行政財産のあるところに行く

のに隣接の人が真にやむを得ないため利用する。例えば冠婚葬祭、葬式とか何かのとき

に行政財産のところを通っていかないといけないような場合とか、公の施設の普及のた

めの講演会や研究会、例えば行政目的と違う目的でその施設を使用するような場合とか、

テレビやラジオ、携帯電話などの鉄塔とかそういったものがございますが、そういった

用のために中継局を設置するような場合とか、例えば市役所の中に自動販売機とか何か

置きますよね。そういった部分については福利厚生の部分になりますので、そういうの

は一応基準を設けるような形でやっております。 

○議長（山根啓志君）  １６番 新家議員。 

○１６番（新家勇二君）  １３ページ、第５条の（２）その他市長が特別の理由があ

ると認めたときと記載しておるんですが、その特別の理由があるときの減免をする、そ

のときの条件とか、どういうふうなものを想定しているのか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  一つの例を挙げますと、例えば今太陽光発電とか何かを

建物の屋上へつけるとか土地の上に市有地の上にやるような場合で、行政財産の目的外

使用の案件に沿うようなものであれば、そういったものについてを想定いたしておりま

す。 

○議長（山根啓志君）  １６番 新家議員。 

－１０－ 



 

○１６番（新家勇二君）  そういうケースの場合、市長にお願いしたら、じゃあさっ

き片平議員がおっしゃったような目的外使用の場合は割り増しになるおそれがある。そ

ういう市長に相談して認められた場合には減免が受けられる。そこらはどういうふうに

話を持っていくかによって、金額がここに表示されたものより増減がすごい出てくるよ

うに思うんで、だから一般的に短期的に借りるんだったらこれでいいんですけど、その

目的外によって高くなったり、市長が認めるときには安くなったりとわかりにくいよう

な気がするんですが、そこらは附則とかでやっていくのかどうか、そこらを教えてくだ

さい。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  目的外使用許可の使用料につきましては、基本的には土

地については別表１、建物については別表２の算定によって算出していきます。例えば

今私が御説明申し上げました太陽光発電とかいうような場合は、この算定式にはちょっ

とそぐわないような要素がございます。そういったことで、例えば太陽光発電の屋根貸

しを、行政財産の屋根の上へつけるような場合でしたら、これは基本的には業者さんが

つけられるような形にはなるんですが、売電料金とあと係数の関係がございまして、そ

こらのいろんな要素がございます。そういったことで、こういった分については入札と

かプロポーザルとかそういったことの活用をして、その単価が出た分で一応業者を決め

させていただいて、その単価を出すというような部分が市長が特別にそういった部分で

判断をしていくような分の中に入ってくるとは思います。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １６番 新家議員。 

○１６番（新家勇二君）  最後ですが、例えば今部長がおっしゃられた屋根なんかの

固定資産税の評価はどういうふうに考えられとるかとか、はてななんですが、そこら何

かよくわかる状態でまた実施していただけるようにお願いしておきます。 

○議長（山根啓志君）  ほかにありませんか。 

 ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  具体的なところですよね。例えば自動販売機や何かがこれら

に該当するのかなというように感じるんですが。 

 それで、別表第１に電柱類と、１本７００円ですよと。これは中国電力に該当するん

ですか、先ほど言われた市長が特に定めるいうことで減免対象になるのか、これを教え

てください。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  １５ページの別表１の土地の使用料のところの部分に入

ってくるんですが、中電とかＮＴＴというそういった分につきましては、電柱類は１本

年額７００円というような基準を設けて運用させていただきたいと考えております。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  そうすると、相当数の数があるかと思うんですけどね、大体

どれくらい考えとるんですか、これを教えてもらえんですか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

－１１－ 



 

○総務部長（土手三生君）  ちょっと今本数は数字的には持ってないんですが、現時

点で一応今、中電柱とかＮＴＴ柱につきましては、一応目的使用で使用料はいただいて

おります。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  現時点で使用料取っとるんですか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  これは一応今のこれまで減免、目的外使用許可の条文が

載ってない部分の補完をするために統一的な基準を定めたいうことの部分で今回制定さ

せていただいております。他の条例の中で使用料を定めているような分につきましては、

その条文を使っていくような形でやっておりますので、これはあくまでも条例で基準を

定めてない部分の目的外使用についての基準を定めたものでございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  今回そういった使用料の明確な基準がなかったので、新た

に設けてそれを統一していきましょうという流れの中での条例になるかと思うんですけ

ど、今じゃあ、これまで要はどの条例にもひっかからないようなものがあるということ

でつくるわけなんですけれども、じゃあこれまでどういった対応をなされてきたのかな

というところを教えていただきたいと思います。要は基準ができてようやく明確に根拠

があるわけなんですけれども、それまでそういった案件があったのかどうかと、あった

場合どういうふうに処理されてたのか、そこのところを教えてください。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  基本的には今議員のおっしゃったようなケースの分につ

きましては、ここの別表の１と２に定めるものを参考にいたしまして、そこらの運用を

させていただいておったんですが、今回こういった部分の明確化を図るために条例を制

定させていただいたような経緯でございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  わかりました。条文できっちり明確化ということです。 

 これ、ないと思うんですけれども、結局目的外使用とかこういったその他条例にも入

ってなかった部分が統一的に処理されたということでいいですよね。Ａはこのパーセン

テージ、Ｂはこのパーセンテージということはないということですよね。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議員のおっしゃるとおりでございます。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

－１２－ 



 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第９  議案第１５号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第９、議案第１５号 江田島市保育施設給食センター設

置及び管理条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第１５号 江田島市保育施設給

食センター設置及び管理条例案についてでございます。 

 保育施設給食センターを設置するに当たり、地方自治法第２４４条の２第１項の規定

に基づきまして、条例を制定する必要がありますので、同法第９６条第１項第１号の規

定によりまして、議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、福祉保健部長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  ただいま上程されました議案第１５号 江田島市保

育施設給食センター設置及び管理条例案について説明いたします。 

 １９ページから２０ページまでが条例制定文でございます。２１ページから２２ペー

ジまでが条例案の附則による現行条例を改正する新旧対照表を参考資料として添付して

おります。また、先ほど総務部長から説明がありました本日皆様のお手元に配付してお

ります条例案の参考資料をもとに、まず説明したいと思います。 

 それでは、この参考資料からまず説明しますが、１の要旨でございます。 

 子供の成長に応じたきめ細かな給食の提供と将来に向けた効率的な運営を目指すため、

共同調理場の３施設のうち大柿学校給食共同調理場を保育施設専用の給食調理場に再編

するものでございます。 

 次に、掲げる目標としては、１、食への関心を高め、正しい食習慣、食生活を推進し

ます。２として、全ての保育施設で統一された給食を提供し、食育の推進を図ります。

３番目に、発達段階に応じ、安全で安心な給食を提供したいと考えております。４番目

に、地元の農水産物を活用した地産地消を推進し、地域、生産者、食材に対する関心を

高めたいと思います。５番目に、給食に親しみを感じられるよう愛称をにこにこ給食セ
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ンターとします。６番目に、保育施設と給食センターが交流する機会を設け、調理に携

わる方への感謝の気持ちを醸成するというふうな目標を掲げます。 

 ３の再編計画でございますが、図にありますように、大柿学校給食共同調理場を下の

図の左側、保育施設給食センターに位置づけ、市内の保育施設全てに給食を提供すると

いうことにしております。 

 次のページでございますが、４の期待される効果としては、１では、食材を一元的に

発注することで、子供の成長に応じ食材の確保と一括搬入による経費削減が見込まれる

と思います。２番目には、大柿学校給食センターを保育施設用として位置づけ、ほかの

２施設を学校給食専用と考えております。夏休みなど長期の休暇に係る人件費、光熱水

費などの維持管理費の削減が見込まれるものと思います。３番目には、地元で生産され

た農水産物を積極的に活用することが見込まれると思います。 

 それでは、条例案について説明いたします。 

 １９ページをお開きください。 

 第１条に、設置について規定しております。第２条は、名称を江田島市保育施設給食

センターといいます。位置は大柿町大原７０４番地４、現在の大柿学校給食共同調理場

です。第３条から第６条については、給食を提供するための運営について規定しており

ます。 

 次に、２１ページをお願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 附則による現行条例の改正について参考資料により説明します。 

 二つの現行条例について附則により改正するものでございます。 

 まず、江田島市学校給食共同調理場設置及び管理条例の一部の改正についてですが、

第１条の趣旨については、学校給食法改正に伴う条ずれの整理でございます。第２条表

中の「大柿学校給食共同調理場」を削除します。第５条には、給食共同調理場を運営す

るための委員について、「保育園関係者委員」を削除することとしています。 

 次に、江田島市職員定数条例の一部改正でございます。 

 次のページをお願いします。 

 第２条（１）市長の事務部局の職員にウ、保育施設給食センターの職員３人を追加し、

（１）の総数を３６３人とします。（８）の教育委員会の事務部局の職員のウ、学校給

食共同調理場の職員を１０人から７人に改正し、８の総数を４６人とします。 

 なお、第１条で施行期日を平成２７年４月１日から施行することとしています。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ４番 中下議員。 

○４番（中下修司君）  この条例の趣旨は目的ですね、非常にいいと思いますけど、

経費面でどんなんでしょうかということを１点伺いたいと思います。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 
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○福祉保健部長（島津慎二君）  経費的には３施設のうち学校施設専用、そして保育

施設専用というふうに分類しますので、学校施設であれば夏休みの間、そういう長期休

暇ですね、夏休み、春休み、冬休み、この間を給食を提供しませんので、小学校、中学

校は。その間、施設の運営に係る光熱水の費用及び給食調理に携わる人件費部分、これ

が削減できるのではないかと。額についてはちょっと教育委員会のほうの数字となりま

すので、申しわけありません。 

○議長（山根啓志君）  ４番 中下議員。 

○４番（中下修司君）  結論として、減るのか、ふえるのかということだけ聞きたい

と思います。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  保育所専用ということで初期投資を幾らかしており

ます。ですから、初期投資の部分を除く今後のランニングコストですね、これについて

は減少するものと考えております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ４番 中下議員。 

○４番（中下修司君）  わかりました。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  今の説明では、いわゆる学校給食になる秋月と中町について

は小学校用だということで、夏休みの期間は、いわゆる調理員さん、これについては、

この方も夏休みになると、いわゆる給料もないということで理解していいんですか。 

○議長（山根啓志君）  渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺高久君）  臨時調理員さんの件でございますが、夏休みに関して約

２０日から３０日は賃金がなくなるということで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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日程第１０  議案第１６号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１０、議案第１６号 江田島市特別職の職員で常勤の

ものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する等の条例案についてを議題といた

します。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第１６号 江田島市特別職の職

員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する等の条例案についてで

ございます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正に伴いまして、現行条例の一部

を改正する等の必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりま

して、議会の議決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議案第１６号について説明いたします。 

 議案書２４、２５ページに改正条文を、２６、２７ページに新旧対照表を、２８ペー

ジに参考資料を添付いたしております。初めに主な改正内容を説明させていただき、そ

の後、議案の説明をいたします。 

 議案書２８ページの参考資料をごらんください。 

 １、今回の改正の主な趣旨は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正

に伴いまして、教育長は地方公共団体の長が議会の同意を得て任命する特別職の職員に

なるため、関係条例における規定の整備を行うものでございます。 

 ２、今回改正する関係条例は、表のとおり４条例ございます。新旧対照表のほうで説

明いたしたほうがわかりやすいですので、改正等の内容、議案書２６ページの新旧対照

表をお願いいたします。 

 右が現行条文、左が改正案です。 

 まず一番上、江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

改正です。第１条に特別職の職員として教育長を加えております。別表第１に教育長の

項を加えまして、給料月額も規定いたしております。 

 次、中ほど、江田島市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正です。別表、教育委員会の項について、教育委員長と教育長を一本化した新

教育長を設置することから、教育長の部分を削り、委員のみといたします。 

 次に、一番下の江田島市特別職報酬等審議会条例の一部改正でございます。報酬審議

会の新教育長が審議対象となりますので、第１条中に教育長を加えております。 

 次、２７ページをお願いいたします。 

 江田島市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の廃止で

す。新教育長を常勤の特別職に規定するため、この条例を廃止するものでございます。 

－１６－ 



 

 議案書の２４ページをお願いいたします。 

 下から３行目、附則といたしまして、この条例は平成２７年４月１日から施行し、地

方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律附則第２条第１項の規定

により、教育委員会の教育長（以下「旧教育長」という。）が在職する場合においては、

その教育委員会の委員としての任期が満了する日（当該満了する日前に旧教育長が欠け

た場合にあっては、当該欠けた日）の翌日から適用するといたしております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１１  議案第１７号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１１、議案第１７号 江田島市一般職の職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第１７号 江田島市一般職の職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 人事院勧告に準じて一般職の職員の給与を改定するため、現行条例の一部を改正する

必要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議

決を求めるものでございます。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議案第１７号について説明いたします。 

 議案書３０から３４ページに改正条文を、３５、３６ページに新旧対照表を、３７ペ
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ージに参考資料を添付いたしております。初めに主な改正内容を説明させていただき、

その後に議案の説明をいたします。 

 議案書３７ページの参考資料をお願いいたします。 

 １、今回一部改正を行う条例の名称は、江田島市一般職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例案です。 

 初めに、昨年８月に出されました平成２６年人事院勧告のポイントは、大きく分けま

して二つございました。まず一つ目が、民間給与との格差を埋めるため、世代間の給与

配分の観点から若年層に重点を置きながら、給料表の水準及びボーナスを引き上げる勧

告で、この引き上げ分につきましては、昨年１２月の議会で議決をいただいております。 

 そして、勧告の今回二つ目のポイントになります平成２７年度から給料表や諸手当の

あり方を含めた給与制度の総合的見直しへの取り組みであります。今回この二つ目のポ

イントの勧告を受けまして改正するもので、主な改正内容は３点ございます。 

 まず１点目が、２番にお示ししております給与月額の引き下げでございます。 

 （１）民間賃金の低い地域における官民給与の実情をより適切に反映するため、俸給

表水準を平均２％引き下げるものでございます。 

 （２）１級（全号俸）及び２級の初任給に係る号俸は引き下げを行わない。３級以上

の高位号俸については、５０代後半層における官民の給与差を考慮して最大４％引き下

げるものでございます。 

 （３）平成３０年３月３１日までの間、俸給月額のほか、その差額に相当する額を支

給するといたしております。引き下げ対象者は表のとおり３２７名でございます。 

 次に２点目は、３の単身赴任手当の引き上げです。 

 （１）基礎額を２万３，０００円から３万円に引き上げるものです。 

 （２）現在交通距離に応じて支給している加算額の限度額を４万５，０００円から７

万円に引き上げるものです。新たに再任用の職員についても支給するものでございます。 

 次に３点目は、４の管理職特別勤務手当の支給です。災害への対処等の臨時・緊急の

必要により、やむを得ず平日深夜午前０時から午前５時までの間に勤務した場合、勤務

１回につき６，０００円を超えない範囲内で支給するものといたしております。実施時

期につきましては、いずれも平成２７年４月１日からを予定いたしております。 

 それでは、議案書の３０ページをお願いいたします。 

 ここの条文では、単身赴任手当の引き上げと管理職特別勤務手当の支給の改正条文を

お示しいたしております。 

 次に、３１から３３ページの別表のとおり、一般職の給料表の改定を行うことといた

しております。 

 次に、３４ページをお願いします。 

 附則として施行期日、この条例は平成２７年４月１日から施行する。また、給料の切

りかえに伴う経過措置として３年間の現給保障及び規則への委任規定を定めています。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  ２点ほど、非常にこれ何かわかりにくい条例というか説明

なんだけど、参考資料のところで給料月額の引き下げが３点ほどあるんだけど、この民

間賃金の低い地域における官民給与の要は格差があるところは２％引き下げるいうんで、

江田島市はそれはどういうふうになるのか。ここが民間賃金が低いのか高いのかによっ

て、職員の給料を２％下げるか下げんかいうことだろうと思うんだけど、それは該当す

るのかせんのか。 

 それと、ここの３に、平成３０年３月３１日までの間は俸給月額のほかにその差額に

相当する額を支給するとなってる。それなら下げても下げてないことになるね、これは

どうも、この書き方はね。そしたらこの条例は何のために出たんかなと思うんだけど、

その２点をお尋ねします。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  本市の場合、国の人事院勧告を尊重して、これまで給与

の改定を行ってきておりまして、今回の今片平議員がおっしゃった給料月額の引き下げ

についての民間賃金の低い地域における官民格差の部分は、国の人事院勧告に準拠して

全体で平均２％ですね、若年層は低く抑えて５０歳以上の部分の年齢層につきましては

４％いうことで差をつけて、その格差の部分を全体の中で引き下げる方法にいたしてお

ります。 

 もう１点、３年間の給与の現給保障、要は現給保障いうことです。今実際に支給され

ておる給料については３年間はその差額分は現給については保障しますということで、

その差額分を３年間は支給するということを経過措置を設けておる規定でございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  そうすると、平成３０年３月３１日までの間は保障します

よと、３０年の４月１日からの報酬に対してはないいうことなんですか。要は、それじ

ゃあ２％とか３％とか、最大５０代の人は４％引き下げるわけじゃけんね。それが適用

になるいうことなんですか、４月からは。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  一応３年間の間の経過措置でございますので、それぞれ

その年その年昇格、昇給する方もおられます。そういったところで縮まっていく部分も

ございますが、３年間の間に全部の方が今の現給まで上がるかということ、２％の部分

が上がるかどうかいうことは、全体の数の中では全員にそこまで上がることはまだおら

れるいうことは現実としてあります。一応この３年間をまず定めまして、３年後につい

てはそれぞれ今のいろいろ労使交渉とかそこらの部分を含めて今後検討していくような、

今の国にしても各県内の市町にしても、そういった方法で３年後の分については検討し

ていきますというような今組合との協議にはなっておる状況です。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

－１９－ 



 

○１０番（片平 司君）  ずっとね、これは私の給料じゃないですからええんやけど、

公務員の賃金ずっと下がっとるよね、この１０年から１５年間の間に。多分年間で言う

たら１０万円とか２０万円下がっとんじゃないか思うんですよ。そういう中で、これは

３年間は下げるいうてもそのまま上げましょうということなんだけど、今民間もアベノ

ミクスがアベコベミクスになっとるんじゃけど、給料上げいう春闘やりよるじゃないで

すか。そういう中で、また情勢も変わってくるとは思うんだけどね。それやけど、国が

下げ言うたらそのまますぐ下げるとかいうてやりよったら、職員のやる気もなくなるん

じゃないかと思うんですよ。賃金を下げられてよ、仕事だけはやれやれ言うて、行財政

改革であれもせえ、これもせえ言われてよ。それで給料は人事院勧告でだんだん下げら

れてね。その辺は最後になるんじゃけど、部長、どう思います、あなた。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  先ほど最初に私が今の冒頭説明申し上げました。大きな

ポイント、今回二つございました。その最初の１２月に議決をいただいた部分が、これ

は民間との給与格差を埋めるため、要は景気とか先ほど今議員おっしゃったような景気

動向とかそういった部分を人事院勧告が全国的に調べて毎年人事院勧告して、民間の給

与との格差がある場合は引き上げるとか引き下げるとかいう措置をしております。です

から、景気が上に向かっていくようなときの場合は今議員おっしゃったように民間の給

与も上がってきますので、そこらの部分を踏まえた人事院勧告になる可能性もあります

し、景気の低迷によって賃金が下がってくるということになると、それに呼応して職員

の部分についても下がってくるということが今の最初の１番目のポイントです。 

 今回の二つ目のポイントの部分は、これは民間の賃金の低い地域における官民格差と

いうことの部分に着眼点を置いて今回引き下げることになっておりますので、二つそれ

ぞれ違う要素がございますので、最初の景気とかそこらの部分の動向の分については、

この１２月に引き上げを行ったような措置がされるものと考えております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  ちょっと給料表で具体的に確認をさせてください。 

 ３１ページに別表で改正後の給料表が掲げられております。それの一番上、例えば７

級の１号給、これは３６万１００円に新規になっております。現在は７級の１号給とい

えば３６万７，５００円のはずでございます。この３６万７，５００円をいわゆる３年

間の持ち級として、来年例えばこの方が４号給上がったとします、定期昇給で。それだ

ったら３６万７，８００円に新給料表ではなります。そしたらもうこれで既に持ち級を

オーバーしておるので、来年になったらこの方は、そのいわゆる差額の保障いうのはな

くなるということでよろしいわけですね。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  酒永議員のおっしゃるとおりでございます。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

－２０－ 



 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 １１時２５分まで休憩いたします。 

                           （休憩 １１時１１分） 

                           （再開 １１時２５分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第１２  議案第１８号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１２、議案第１８号 江田島市行政手続条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第１８号 江田島市行政手続条

例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 行政手続法の一部改正に伴いまして、現行条例の一部を改正する必要がありますので、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議案第１８号について説明いたします。 

 議案書３９ページから４１ページに改正条文を、４２から４６ページに新旧対照表、

４７、４８ページに参考資料を添付いたしております。初めに主な改正内容を説明させ

ていただき、その後に議案の説明をいたします。 

 このたび行政が行う処分、行政指導及び届け出等に関する手続に関しまして共通事項

を定めた、言いかえれば基本的なルールとなるべきものを定めた法律、行政手続法が一

部改正され、本年４月１日から施行されることとなりました。本市の江田島市行政手続

条例の内容は、この行政手続法の中にあります、地方公共団体はこの法律の趣旨にのっ

－２１－ 



 

とり必要な措置を講ずるよう努めることになっていることから、この手続条例にほぼ準

拠して定めております江田島市行政手続条例の改正内容を踏まえて同様の改正を行うも

のでございます。 

 議案書の４７ページ、参考資料をお願いいたします。 

 まず今回の改正理由は、行政手続法の一部改正に伴い、行政運営における公正の確保

と透明性の向上を図り、もって国民の権利、利益の保護に資するという当該改正の趣旨

に沿ったものとなるよう、江田島市行政手続条例の一部改正を行うものでございます。 

 ２、主な改正内容は３点ございます。 

 １点目が行政指導の方式です。行政指導に携わる者は、これは行政の、役所のほうに

なるんですが、役所は当該行政指導をする際に、許認可等をする権限または許認可等に

基づく処分をする権限の根拠規定、当該規定の要件及び当該要件に適合する理由を行政

指導の相手方に示さなければならないこととなっております。 

 図で御説明いたします。 

 これまで行政指導をする際に相手方に示す事項は、右側の現行の①から③の事項でご

ざいましたが、今回左側改正案の下線部分の④から⑥の事項を追加するものでございま

す。 

 次に２点目は、（２）行政指導の中止等の求めです。 

 図のほうで説明させていただきます。 

 まず、一番上の①の市の機関が法令または条例等に違反する行為の是正を求める行政

指導を相手方に行います。②これに対して相手方が法令または条例等の要件に適合しな

い行政指導を受けたと思う場合、③市の機関に対して当該行政指導の中止その他必要な

措置をとることを求めることができます。④行政指導の中止等の申し出を受けた市の機

関は必要な調査を行います。⑤その結果、当該行政指導が法令または条例等の要件に適

合しないと認めるときは、当該行政指導の中止その他必要な措置を行政、市の機関は講

ずることとなります。 

 次、４８ページをお願いいたします。 

 次に３点目は処分等の求めです。 

 図のほうで説明いたします。 

 まず、①何人も法令または条例等に違反する事実がある違反者に対し、その是正のた

めにされるべき処分または行政指導がされていないと思うときは、次、②のほうの当該

処分をする権限を有する行政庁または行政指導をする権限を有する市の機関に対しまし

て、当該処分または行政指導を行うことを求めることができます。③処分等の求めの申

し出を受けた行政庁または市の機関は、まず必要な調査を行います。④その結果に基づ

きまして、必要があると認めたときは、違反者に対し当該処分または行政指導をしなけ

ればいけないこととなります。 

 ３、施行日は、行政手続法の一部を改正する法律の施行日と同じ平成２７年４月１日

を予定いたしております。 

 なお、４、その他といたしまして、手続条例の一部改正により生じた条ずれを解消す

るため、附則において江田島市市税条例の一部改正を行うことといたしております。 

－２２－ 



 

 議案書の３９ページをお願いいたします。 

 ここの改正条文では、字句の整理と行政指導の方式の追加規定を加えております。 

 次に、４０、４１ページにかけまして、行政指導の中止等の求め及び処分等の求めの

追加規定と、附則といたしまして、この条例は平成２７年４月１日から施行することと

しており、また条ずれを解消するため、江田島市税条例の一部改正を行うことといたし

ております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１３  議案第１９号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１３、議案第１９号 江田島市保育園条例及び江田島

市認定こども園条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第１９号 江田島市保育園条例

及び江田島市認定こども園条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 子ども・子育て支援法の施行に伴いまして、現行条例の一部を改正する必要がありま

すので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるも

のでございます。 

 内容につきましては、福祉保健部長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  ただいま上程されました議案第１９号 江田島市保

－２３－ 



 

育園条例及び江田島市認定こども園条例の一部を改正する条例案について説明いたしま

す。 

 ５０ページから５１ページまでが改正する現行条例文でございます。５２ページから

５３ページまでが改正する条例案の新旧対照表を参考資料として添付しております。ま

た、先ほど総務部長から御案内がありましたが、お手元に配付しました一部改正の条例

案について参考資料を配付しておりますが、まずこの参考資料により改正の概要を説明

いたしたいと思います。 

 改正の趣旨でございますが、子ども・子育て支援新制度の制度改正に伴い、利用者に

対し給付費制度が導入され、保育料の徴収根拠が改正されました。そのため所要の改正

を行うものでございます。 

 改正の内容は、保育料は保育園入園に要する費用、そして入園後の保護に要する費用、

保育の実施に要する費用等を保護者に負担していただくこととされています。利用者に

対する給付費制度が導入されたことから、条例に徴収する根拠を定める必要がございま

す。費用徴収を条例で定める場合、上限額や範囲等を条例に規定する必要がございます。 

 次のページをお願いします。 

 次のページに施設型給付費とあります。これまで保育所の運営に係る費用は保育所運

営費として交付税で措置されておりました。しかし、新制度では、この運営費を施設型

給付費として同じく交付税で措置されることとなっております。 

 次の公定価格については、１号、２号、３号の認定児童がございます。認定区分に応

じて保育料の必要量などを考慮し、施設運営に必要な費用を国が定めます。 

 最後のページをお開きください。 

 上の図がお金の流れを図式化したものでございます。右の歳入に太枠に交付税とあり

ます。その中に④として法定代理受領、これを括弧して個人給付相当額とあります。こ

れは公立施設の場合であれば、会計上給付費部分が法定代理受領、この法定代理受領と

は、市が保護者にかわって代理するということでございます、となりますので、お金の

流れは相殺され、予算上には計上されません。 

 それでは、最初のページにお願いします。 

 右の図をごらんください。 

 国が定めた公定価格のうち施設型給付費が交付税措置され、これを市が法定代理受領

し、保護者からの保育料と合わせて施設の運営費に充てます。ですから、利用者の視点

からすれば、現行制度と同様に規則で定めた保育料のみを負担していただくことになり

ます。この改正は認定こども園も同様となります。 

 次に、改正する条例案を新旧対照表の参考資料により説明いたします。 

 ５２ページの参考資料をお願いします。 

 本条例案は、二つの現行条例の一部を改正するものでございます。 

 まず、江田島市保育園条例の一部改正について説明します。 

 第６条は、保育料について規定しています。先ほど述べたように、国が定める公定価

格により算定した費用の額を使用料として納めていただくことを規定しています。第２

項に、その使用料は別に規則で定めます。 

－２４－ 



 

 第１０条は、子ども・子育て支援法に基づく字句の整理でございます。 

 次に、江田島市認定こども園条例の一部改正について説明いたします。 

 第７条は、保育料について規定しています。第１項は先ほどの江田島市保育園条例の

説明と同じでございます。 

 次のページをお願いします。 

 第２項の第１号は、保育料を江田島市保育園条例施行規則により徴収することを規定

しています。同じく第２号は、授業料を江田島市認定こども園条例施行規則により徴収

することを規定しています。第３項の第４条、第１項第３号に規定する事業とあります

が、現在子育て支援センターで行っておりますような子育て情報の発信であるとか子育

てに関する悩みや相談業務などについては、認定こども園でも行うこととなります。子

育て支援センターと同様に、これらに要する費用を無料とするものでございます。 

 第４項では、延長保育、一時保育に係る負担金について徴収することを規定しており

ます。第１号では、江田島市時間延長型保育サービス事業実施要綱で規定し、第２号で

は、江田島市一時保育事業実施要綱により規定します。 

 第１０条及び第１１条は字句の整理でございます。 

 最後に附則で施行期日を平成２７年４月１日を予定しております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  ようわからんのですが、要は保護者負担ですね、使用料を定

めるのには当然前年度の所得に応じて定められるんですが、所得が同じだったら保育料

は変わるのか、あるいはもう全く保育料自体が制度が変わって保護者の負担が変わるの

かどうか、そこらあたりを教えてほしいんですけれども。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  新しく始まる支援制度では、これまでは保護者の負

担は所得税によって算定されておりました。これからは、江田島市が賦課しております

住民税によって使用料が決定されます。その場合、これまでは所得税をもとに賦課して

おりましたが、根本的に基本となる基準額、税が変わりますので、これまで所得税で賦

課していた基準額、使用料がありますよね、その所得税の範疇に係る住民税、例えば１

０万円の所得税がかかっていたと、そういう人は住民税であれば幾らから幾らまでの人

がその範疇であるよと、同じランクに位置したところへ使用料を設定しております。で

すから、１０万円の所得税で使用料が５万円であった方は、基本的には同じような額が

設定されております。あくまでも使用料の額については国が基本的にまた基準を制定し

ておりますので、そっちに準拠した額で行っておりますが、基本的には今まで所得税、

その額に見合った額を支払っていただくというふうになっております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

－２５－ 



 

○９番（山本秀男君）  ようわからんのですが、要はモデルケースじゃないけどね、

参考資料でモデルケースを示されて説明していただいたら非常にようわかるんですが、

これだけで説明されるとどうなるんでしょうか。我々は保護者からこれに関して一体ど

う負担額は、使用料はどれだけになるのかのうと言われたら説明がつかんのですが、え

え方法はないでしょうかのう。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  今、御指摘のとおり、市民の皆様から質問があれば

答えづらいということでございますので、これまで規則で使用料を定めておりました。

それまでの表とこのたび改正した表を、この所得税の方は新たにこの住民税のランクに

なるからという表をちょっと考えてみたいと思います。準備ができ次第、皆様の手元に

お示ししたいと考えます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  先ほどの保育園の給食の件なんだけど、給食センターが変

わるじゃない、保育所の分は保育所、学校のは学校。それで、認定こども園で昼までに

行く人の給食いうのはどういうふうになる。給食はある、ない。それで費用の問題もあ

ると思うんだけどね。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  認定こども園、１号認定の子供さんになりますが、

１日のスケジュールで言いますと、昼、給食をとった後に降園して帰っていただくとい

うふうになります。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  そうすると、当然給食代は、食事代は保護者負担になるん

だろう思うんだけど、給食代ようけ要るけ、もう食べずに帰るわいう人も出るかもわか

らんけど、そういう人は、それじゃあそうしてくださいと、そういうふうにするのか、

その辺はどういうふうになっとるのか、まだ決まってないのか、これから考えるのかで

いいですから。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  すみません、ちょっと正しい回答になるかどうか、

ちょっとうろ覚えなんですが、給食費は保育料の中に入っとったような、また回答しま

す。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

－２６－ 



 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１４  議案第２０号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１４、議案第２０号 江田島市公営企業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２０号 江田島市公営企業の

設置等に関する条例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 交通船事業を指定管理者制度に移行して運営するため、現行条例の一部を改正する必

要がありますので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決

を求めるものでございます。 

 内容につきましては、企業局長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  前企業局長。 

○企業局長（前 政司君）  議案第２０号 江田島市公営企業の設置等に関する条例

の一部を改正する条例案について説明いたします。 

 内容については、５５ページから５６ページに改正条文、５７ページから５８ページ

に改正する条例案の新旧対照表を参考資料として添付しています。 

 ５７ページの参考資料により説明します。 

 本案は、交通船事業の公設民営化の移行に伴う必要な規定の整備を行うものです。現

行の下線部分を改正案の下線部分に改正するものです。 

 第１条中の「下水道事業」を「及び下水道事業」に改め、「及び交通船事業」を削り

ます。 

 第２条第１項第３号を削り、同条第２項中の「及び交通船事業」を削ります。 

 第３条第４項を削ります。 

 附則第２条で、江田島市船員の給与の種類及び基準に関する条例と江田島市旅客定期

航路事業運送条例を廃止します。 

 ５８ページに移りまして、附則第３条で、江田島市特別会計条例第１条に（５）江田

島市交通船事業特別会計を加えます。 

 附則第４条で、江田島市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例第１条中「（船

員を除く。以下同じ。）」を削ります。 

－２７－ 



 

 附則第５条で、江田島市旅客船設置及び管理条例の附則に第３項を加えます。 

 なお、施行期日は江田島市旅客船設置及び管理条例の施行の日から施行することとし

ております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  ５５ページの附則の中で施行期日がうたわれております。第

１条として、この条例は江田島市旅客船設置及び管理条例の施行の日から施行するとい

うことになっております。条例自体は平成２６年の１０月３０日に施行されておると思

いますが、その中で、この江田島市旅客船設置及び管理条例の施行の日というのは、附

則で公布の日から起算して１年６カ月を超えない範囲内において規則で定める日とされ

ております。この日にち、規則で定める日とありますが、規則で既にこれは定められて

おりますでしょうか、お聞きします。 

○議長（山根啓志君）  山本企画部長。 

○企画部長（山本修司君）  規則で定める日というのは、今指定管理者への移行を目

指しておる平成２７年１０月１日を目指しておるわけでございますが、この後、審議い

ただく指定管理者の指定の議決をまだいただいておりませんので、議決をいただいた後、

指定管理の候補者と協定書を結ぶことができましたら、それに従って規則を定めたいと

いうふうに考えております。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  わかりました。今後指定管理の協定書の締結次第で規則の改

正で定めていくということでございますね。 

○議長（山根啓志君）  山本企画部長。 

○企画部長（山本修司君）  はい、お見込みのとおりです。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立多数です。 

－２８－ 



 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１５  議案第２１号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１５、議案第２１号 江田島市火災予防条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２１号 江田島市火災予防条

例の一部を改正する条例案についてでございます。 

 消防法施行令の一部改正に伴いまして、現行条例の一部を改正する必要がありますの

で、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会の議決を求めるもので

ございます。 

 内容につきましては、消防長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  小林消防長。 

○消防長（小林 勉君）  議案第２１号について説明をいたします。 

 議案書の６０ページに条例改正案、６１ページに新旧対照表、６２ページに参考資料

として江田島市火災予防条例の一部を改正する条例案についてを添付しております。 

 ６２ページの参考資料により説明をいたしますので、お開きください。 

 １の改正の概要でございますが、消防法施行令、以下政令と申しますが、この一部改

正により自動火災報知設備の設置基準が改正されることにより、現行火災予防条例の基

準と重複することとなりますので、その部分を削除するものでございます。 

 ２の政令の改正に至る経緯でございますが、平成２４年５月に発生をした福山市のホ

テル火災を踏まえて開かれましたホテル火災対策検討部会で小規模施設の実態について

再検証がなされ、就寝を伴う施設では、特に夜間に火災が発生した場合の人命危険が高

く、いち早く火災を覚知できる自動火災報知設備の設置が必要であると基準の見直しが

行われました結果、条例で規定する範囲も含めて政令で規制されることとなりました。 

 ３の規制の内容でございますが、ホテルや旅館に対して、政令で延べ面積３００平方

メートル以上のもの、条例で延べ面積１５０平方メートル以上のもの、つまり１５０平

方メートル以上のホテル、旅館については自動火災報知機の設置を義務づけておりまし

たが、政令の改正により、延べ面積にかかわらず設置が義務づけられましたので、下の

図のように条例での規制が不要となり、これを削除するものでございます。 

 ４の施行期日等につきましては、政令の施行日に合わせて平成２４年４月１日からと

しております。経過措置といたしまして、政令で平成３０年３月３１日までの３年間を

猶予期間としておりますので、改正後の江田島市火災予防条例におきましても同様とい

たします。 

 以上で提案理由の説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

－２９－ 



 

 質疑はありませんか。 

 ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  一つちょっと気になることがあるんですけれども、６２ペー

ジの参考資料の用語の定義の中で、旅館、ホテル、宿泊所その他これらに類するものと

あります。例えば現在今江田島市では、修学旅行生の受け入れで民泊等を行っておりま

すが、これらの民泊家庭に対する家屋についての対象になるかどうかということを確認

をしたいと思います。 

○議長（山根啓志君）  小林消防長。 

○消防長（小林 勉君）  民泊家庭が旅館、ホテルに該当するかという御質問でござ

いますが、旅館、ホテルというのは宿泊料を取って不特定多数の人を泊めるという業な

んですが、これが全国で規定をされておりますが、民泊については体験料のみというこ

とで、ホテル、旅館に該当しないと、こういうことでございます。ですから、この法令

に該当しませんが、夜間に宿泊するということなので、住宅用火災警報器、消火器、こ

ういったものの指導をさせていただいております、安全確保のため。 

 以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１６  議案第２２号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１６、議案第２２号 公の施設の指定管理者の指定に

ついてを議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２２号 公の施設の指定管理

者の指定についてでございます。 

 江田島市旅客船について、瀬戸内シーライン株式会社を指定管理者として指定したい

－３０－ 



 

ので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定によりまして、議会の議決を求めるもの

でございます。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議案第２２号について説明いたします。 

 本議案は、市営で運航してきました中町・高田・宇品間の航路を指定管理者制度に移

行して運営するため、その指定管理者を指定したいので提案させていただいたものでご

ざいます。 

 議案書６３ページをお願いいたします。 

 今回お願いする施設の名称は江田島市旅客船、指定管理者は瀬戸内シーライン株式会

社、所在地、広島市南区宇品海岸一丁目１２番２３号、指定の期間は平成２７年１０月

１日から平成３２年９月３０日までの５年間です。 

 なお、次の６４ページに参考資料、指定管理者の選定資料として、内容は、１、施設

の概要、２、指定団体（候補者）の概要、３、指定管理者（候補者）の業務の範囲、４、

指定の期間、次、６５ページに５、指定管理料、６、選定の理由をお示しいたしており

ます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  瀬戸内シーライン、親会社が瀬戸内海汽船だと思うんです

けど、ここの経営状態が非常に悪いというのは皆うわさでは出とるんですが、親会社が

倒れても子会社がしっかりやってくれればいいんですが、この会社が親会社が倒れて子

会社がやらんようになった場合は想定しておるんですか、してないんですか。 

 それと、最近三次か庄原のほうでも、いわゆる指定管理者が撤退するというふうな問

題も起こっておるわけなんですが、経営状態がずっと黒字でいけばいいと思うんですが、

赤字がずっと続くような場合に、もうやめますよというふうなことが起こった場合には

どうされるのか、その２点をお尋ねします。 

○議長（山根啓志君）  山本企画部長。 

○企画部長（山本修司君）  瀬戸内海グループの経営状態は大丈夫かということであ

ったと思いますが、審査においては、瀬戸内シーライン株式会社の経営資料を取得の上、

経営上の観点を踏まえて選定をさせていただいております。また、そもそもこの指定管

理者の選定の前提としまして、指定管理者は当然、今後、地域の公共交通を担う事業者

として、期間中、５年間でありますけれども、期間中の運航を確保するという覚悟と強

い責任感を持って応募されたものと考えております。しかしながら、もし不測の事態、

予期しない不測の事態が生じた場合には、私どもは航路の確保を最優先に考えなければ

なりませんので、そういった事案が発生した場合には、指定管理者と協議をして対応し

たいというふうに考えております。まず、これからスタートするという段階であります

－３１－ 



 

ので、私どもは指定管理者が、この選定委員会に臨んだ気概を信じて、ともに協調しな

がら５年間守り、その後も航路を守るために最善を尽くす所存でございます。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  指定管理料のところで、支払わないところで締結されるわ

けなんですなんですけども、ただしというところで、今、昨年１１月の産油国の減産で

原油価格下がっております。燃油のほうも今下がっておるので、当面は今、余り、当面

というか、この直近では、ちょっとほっとしているところなんですけども、そこで、こ

こにありますのは、燃料価格が著しく高騰するなどという、一つの検討する段階の要因

がありますけども、これは今度、指定管理者となられる方と協定を結ぶ中で、例えば一

定のガイドライン、燃油がリッター何の段階でという、ガイドラインの数値というのが

一応話し合いの中では交わされるんでしょうか。というのが、いきなり上がって、いつ

のラインで、じゃあ、協議にお互い上るかということになってくると思います。もちろ

んそこで、これも採算も絡めての部分なんで、じゃあ、リッターで幾ら、何円がその基

準だというのがちょっと難しいとは思うんですけども、そこら辺のところの意見交換と

いうのはされているのか、されたのか、これからされる予定であるのかの、そこを教え

てください。 

○議長（山根啓志君）  山本企画部長。 

○企画部長（山本修司君）  議員御心配いただいているとおり、現在は燃油の価格は

安定した状況にございますが、燃油の価格というのは、国際情勢に大きく左右されるも

のでございますので、協定書を結ぶ前段階で、リスク分担表というのをお示ししており

ます。このリスク分担表の中で、燃油価格が著しく高騰した場合には、両者で協議して

対応を図りましょうということにしておりますので、議員が示唆していただきましたよ

うに、幾らになったら即協議ということまでは、現在定めておりませんけれども、この

議決をいただきましたら、そういったことも含めて協定書を３月末までには結ぶように

準備をしておりますので、そういった部分も含めて深く協議をしていきたいというふう

に考えております。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 
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 起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。１３時まで休憩いたします。 

                           （休憩 １２時０７分） 

                           （再開 １３時００分） 

 

日程第１７  議案第２３号 

 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第１７、議案第２３号 平成２６年度江田島市一般会計補正予算（第５号）を議

題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２３号 平成２６年度江田島

市一般会計補正予算（第５号）でございます。 

 平成２６年度江田島市の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，２７４万３，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４９億９，５９９万９，０００円とす

る。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 継続費の補正。 

 第２条 継続費の変更は、「第２表 継続費補正」による。 

 繰越明許費。 

 第３条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第３表 繰越明許費」による。 

 地方債の補正。 

 第４条 地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。 

 内容につきましては、総務部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議案第２３号 一般会計補正予算（第５号）につきまし

て、歳入歳出補正予算事項別明細書で説明いたします。 

 事項別明細書の３６、３７ページをお願いいたします。 

 最初に歳入から説明いたします。 

 １款市税、４項１目市町村たばこ税は、収入見込みに伴う減額補正です。 

 ８款１項１目国有提供施設等所在市町村助成交付金は、額の確定に伴う減額補正です。 

 １０款１項１目地方交付税は、普通交付税の交付決定に伴う増額補正を行っておりま
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す。 

 １２款分担金及び負担金、２項負担金、１目民生費負担金は、老人保護措置費、入所

者負担金及び自立支援型グループホーム利用者負担金の減額補正です。 

 １３款使用料及び手数料、１項使用料、３目衛生使用料は、火葬数の増に伴う葬祭セ

ンター使用料の増額補正です。 

 ３８、３９ページをお願いいたします。 

 ７目教育使用料は、小・中学校施設使用料及び公民館使用料の減額補正です。 

 ２項手数料、３目衛生手数料は、し尿搬入量の減に伴うし尿投入手数料の減額補正、

不燃ごみ投入手数料の増額補正です。 

 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金は、障害児通所給付費の

増に伴う障害児通所給付費等負担金などの増額補正です。 

 ４０、４１ページをお願いいたします。 

 ２目衛生費国庫負担金は、養育医療費の減額に伴う養育医療費負担金の減額補正です。 

 ２項国庫補助金、１目民生費国庫補助金は、社会福祉費補助金で、臨時福祉給付金給

付事務費補助金の減額補正を、障害者福祉費補助金で、地域生活支援事業費補助金の減

額補正を、児童福祉費補助金で、給付金の給付見込みに伴う子育て世帯臨時特例給付金

給付費補助金などの減額補正を行っております。 

 ２目衛生費国庫補助金は、小型合併浄化槽設置交付金の減額補正です。 

 ３目土木費国庫補助金は、道路橋りょう費補助金及び住宅費補助金で、社会資本整備

総合交付金の減額補正を行っています。なお、道路橋りょう費補助金の社会資本整備総

合交付金は、国の１号補正に伴いまして、増額分が含まれております。 

 ４２、４３ページをお願いいたします。 

 １５款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金は、障害者福祉費負担金で、障

害児通所給付費の増に伴う障害児通所給付費等負担金などの増額補正、後期高齢者保険

基盤安定負担金の減額補正を、生活保護費負担金で生活保護扶助費、現在地保護費分で

すが、の増に伴う生活保護費負担金の増額補正を行っております。 

 ２目衛生費県負担金は、養育医療費の減額に伴う養育医療費負担金の減額補正です。 

 ２項県補助金、１目総務費県補助金は、石油貯蔵施設立地対策等交付金の減額補正で

す。 

 ２目民生費県補助金は、障害者福祉費補助金で、地域生活支援事業費補助金の減額補

正を、老人福祉費補助金で、低所得者に対するサービス利用者負担額軽減事業費補助金

の減額補正を。 

 ４４、４５ページをお願いいたします。 

 隣保館費補助金で、補助基準額の減額に伴う隣保館運営事業費補助金の減額補正を行

っております。 

 ４目労働費県補助金は、訪問介護員等養成事業委託の減に伴う緊急雇用対策事業費補

助金の減額補正です。 

 ５目農林水産業費県補助金は、農業費補助金で、補助金の不交付に伴う未来創造支援

事業補助金の減額補正を、水産業補助金で、広域かき殻処理対策事業費の増に伴う広域
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かき殻処理対策事業費補助金の増額補正を行っております。 

 ３項委託金、１目総務費委託金は、県議会議員及び衆議院議員の選挙委託金の減額補

正です。 

 ４６、４７ページをお願いいたします。 

 １７款１項寄附金、２目指定寄附金は、ふるさと寄附金の増額補正です。 

 １８款繰入金、１項特別会計繰入金、２目住宅新築資金等貸付事業特別会計繰入金は、

特別会計の補正に伴う繰入金の増額補正です。 

 ２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金は、当初予算において財源調整のため計上

しておりましたが、繰り入れの見込みがないため、全額を減額補正しております。 

 ２目ふるさと創生基金繰入金及び４目地域振興基金繰入金は、充当事業の補正に伴う

減額補正です。 

 １９款１項１目繰越金は、前年度繰越金の増額補正です。 

 ４８、４９ページをお願いいたします。 

 ２０款諸収入、５項受託事業収入、１目民生費受託事業収入は、受託入園者の減など

による保育事業受託収入の減額補正です。 

 ６項４目雑入は、臨時職員及び嘱託職員に係る保険料個人徴収金の減額補正、消防団

退職報償金の増額補正、自治総合センター助成金などの減額補正です。 

 ５目過年度収入は、前年度事業実績に基づく障害児通所給付費等負担金などの精算追

加交付による増額補正です。 

 ２１款１項市債、１目総務債は、市公共交通協議会負担金の補正に伴う過疎対策事業

債（過疎地域自立促進特別事業）の減額補正、庁舎整備事業の補正に伴う一般単独事業

債（合併特例債）の減額補正を行っております。 

 ３目農林水産業債は、県事業負担金の補正に伴う公共事業債及び一般単独事業債（合

併特例債）の減額補正です。 

 ４目土木債は港湾債で、県営事業負担金の補正に伴う一般単独事業債（合併特例債）

の増額補正を、住宅債で公営住宅建設事業債の減額補正を行っております。 

 ５０、５１ページをお願いいたします。 

 ５目教育債は、通学支援事業の補正に伴う過疎対策事業債（過疎地域自立促進特別事

業）の減額補正。 

 ６目臨時財政対策債は、発行可能額の額確定に伴う減額補正です。 

 ７目民生債は、深江老人集会所増改築事業の補正に伴う一般単独事業債（合併特例

債）の減額補正です。 

 続いて、歳出の説明をいたします。 

 今回の歳出補正予算の主な内容は、事業・事務の執行見込みに伴う不用額や、工事請

負費等の入札執行残の減額補正を各費目に計上いたしております。 

 人件費につきましては、職員給与費、職員手当等、共済費で、実績見込みによる精算

減額補正などを各款項目において計上いたしております。その内訳及び合計につきまし

ては、後ほどの９２、９３ページの給与費明細書にお示しいたしております。 

 それでは、人件費関係を除く主な補正について説明いたします。 

－３５－ 



 

 ５２、５３ページをお願いいたします。 

 １款１項１目議会費は、研修旅行費等の減額補正です。 

 ２款総務費、１項総務管理費の下ほど６目財産管理費は、財産管理事業費で、旧深江

保育園解体工事など、入札執行残の減額補正を、庁用車管理事業費で庁用車購入の入札

執行残の減額補正を。 

 ５４、５５ページをお願いいたします。 

 庁舎整備事業費で、新本庁舎大規模改修工事設計業務委託料の減額補正を行っており

ます。 

 ７目企画費は、市公共交通協議会負担金の減額補正です。 

 ８目情報政策費は、執行見込みに伴う委託料などの減額補正です。 

 ９目交流促進費は、助成額の確定に伴うコミュニティ助成事業補助金などの減額補正

です。 

 １２目防犯対策費は、防犯外灯ＬＥＤ化に伴う修繕料確定による減額補正です。 

 １３目安全対策費は、助成事業の不採択に伴うコミュニティ助成事業（地域防災）補

助金の減額補正などです。 

 次に、５６、５７ページから、６０、６１ページまでにかけての４項選挙費の２目県

議会議員選挙費、３目農業委員会委員選挙費、４目衆議院議員選挙費は、精算に伴う減

額補正を行っております。 

 ６０、６１ページをお願いいたします。 

 中ほど３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は、臨時福祉給付金給付事

業費で、事務費の精算減額補正を行っております。 

 ２目障害者福祉費は、障害者自立支援事業費で、自立支援給付費、障害児通所給付費

の増に伴う障害者福祉扶助費の増額補正を。 

 ６２、６３ページをお願いします。 

 中ほど、３目老人福祉費は老人保護措置費委託料、自立支援型グループホームやすら

ぎ指定管理委託料、深江老人集会所増改築事業のそれぞれ減額補正を。 

 ６４、６５ページをお願いします。 

 介護保険（保険事業勘定）特別会計の補正に伴う繰出金の増額補正を行っております。 

 ４目後期高齢者医療費は、後期高齢者医療特別会計の補正に伴う繰出金の減額、決算

見込みに伴う療養給付費負担金の減額補正です。 

 ２項児童福祉費、２目児童措置費は、実績見込みに伴う児童扶養手当の減額補正、子

育て世帯臨時特例給付金の減額補正などです。 

 ６６、６７ページをお願いします。 

 ３目保育園費は、臨時保育士の共済費、賃金などの減額補正です。 

 ４目児童福祉施設費は、申請件数の減に伴う高等技能訓練促進費等給付金の減額補正

です。 

 ６８、６９ページをお願いします。 

 ３項生活保護費、２目扶助費は、前年度事業実績に伴う生活保護費等国庫負担金の返

還金の増額補正です。 
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 ４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費は、予防接種者数の減に伴う予防接種委託

料などの減額補正、３目母子保健費は、未熟児養育医療の給付見込みに伴うその他扶助

費の減額補正です。 

 ４目健康増進費は、健診受診者の減に伴う健康診査委託料の減額補正。 

 ７０、７１ページをお願いいたします。 

 ６目環境衛生費は、合併浄化槽設置補助金の増額補正、住宅用太陽光発電システム等

普及啓発促進事業補助金などの減額補正です。 

 ２項清掃費、２目塵芥処理費は、家庭一般廃棄物収集運搬事業費で、ごみ収集運搬業

務委託料などの減額補正を、呉市一般廃棄物最終処分場整備負担金で、負担金の増額補

正を行っております。 

 ７２、７３ページをお願いいたします。 

 ３目前処理センター管理費は、管理用品など入札執行残の減額補正。 

 ５款労働費、１項労働諸費、１目労働対策費は、資格取得希望者の減に伴う訪問介護

員等養成事業委託料などの減額補正です。 

 このページから７４、７５ページにかけまして、６款農林水産業費、１項農業費、３

目農業振興費は、農業振興事業費で、新規就農者支援対策補助金及び農業用ハウス設備

事業費補助金の減額補正を、有害鳥獣被害対策事業費で、イノシシの捕獲数増に伴う有

害鳥獣捕獲報償金の増額補正を、オリーブ振興事業費で、補助金の交付見込みに伴うオ

リーブ振興推進補助金の減額補正を行っております。 

 ４目農村整備費は、畑総整備事業県営負担金及び海岸保全事業県負担金の減額補正で

す。 

 ３項水産業費、２目水産業振興費は、事業費の増に伴う広域かき殻処理対策事業補助

金などの増額補正です。なお、広域かき殻処理対策事業に係る増額分は、平成２７年度

に予算繰り越しする予定でおります。 

 ７６、７７ページをお願いいたします。 

 ７款１項商工費、２目商工業振興費は、企業立地奨励金補助金の減額補正。 

 ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費は、地形図作成業務委託料の入札執行

残の減額、地域開発事業特別会計の補正に伴う繰出金の減額補正です。 

 ２款道路橋りょう費、２目道路新設改良費は、事業の実績見込みに伴う精算減額補正

です。なお、道路改良事業費の一部については、国の１号補正に伴いまして事業費を増

額しており、増額分は平成２７年度に予算繰り越しする予定でおります。 

 ７８、７９ページをお願いいたします。 

 中ほど、３項河川費、２目砂防費は設計委託料の減額補正です。 

 ４款港湾費、２目港湾建設費は、港湾建設事業県負担金の増額補正。 

 ８０、８１ページをお願いします。 

 ５項都市計画費、２目都市下水路費と３目公園費は入札執行残などの減額などに伴う

減額補正。 

 ６項住宅費、１目住宅総務費は、事業の実績見込みに伴う委託料及び補助金の減額補

正です。 
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 ２目住宅管理費は、市営住宅維持管理に係る委託料などの減額補正。 

 ３目住宅建設費は、西の浜新住宅改修事業などの事業費精算に伴う減額補正です。 

 ８２、８３ページをお願いいたします。 

 ９款１項消防費、１目常備消防費は、設計委託料及び工事請負費の減額補正。 

 ２目非常備消防費は、消防団退職報償金の増額補正及び消防団車両購入に係る入札執

行残の減額補正です。 

 ３目防災費は、事業の実績見込みに伴う減額補正。 

 ８４、８５ページをお願いします。 

 １０款教育費、１項教育総務費、２目事務局費は、臨時職員賃金や廃校施設整備事業

費の減額補正。 

 ３目教育振興費は、機器リース料やバス通学児童・生徒定期補助金の減額補正を行っ

ております。 

 ２項小学校費、１目学校管理費は、市費講師賃金などの減額補正。 

 ８６、８７ページをお願いします。 

 ３項中学校費、１目学校管理費は、市費講師賃金などの減額補正です。 

 ４項社会教育費、１目社会教育総務費は、放課後児童クラブ児童厚生員報酬の減額補

正です。 

 ３目公民館費は、入札執行残の減額補正。 

 ５項保健体育費、３目学校給食費は、臨時調理員賃金や賄い材料費などの減額補正。 

 ８８、８９ページをお願いいたします。 

 １２款公債費、１項公債費、１目元金及び２目利子は、償還見込みに伴う減額補正。 

 １３款諸支出金、１項基金費、１目財政調整基金費は、前年度決算剰余金の２分の１

を積み立てるほか、今回の補正予算における剰余金の３億６，５２０万５，０００円、

合わせて５億９，２５８万８，０００円を追加で財政調整基金に積み立てるものです。 

 この結果、財政調整基金の年度末現在高見込み額は４７億４，５４３万８，０００円

となり、減債基金と合わせた財政調整的な基金は５６億８，４７４万９，０００円とな

る見込みです。 

 １７目ふるさと応援基金費は、ふるさと寄附金の積み立てによる増額補正。 

 ９０、９１ページをお願いします。 

 ２項１目公営業費は、下水道事業会計の補正に伴う繰出金の減額補正。 

 なお、９２、９３ページに給与費明細書、９４、９５ページに継続費の支出予定額、

事業の進捗状況等に関する調書、９６ページに地方債の見込みに関する調書をお示しい

たしております。 

 予算書の７ページのほうにお戻りいただければと思います。 

 第２表、継続費補正です。 

 深江老人集会所増改築事業で、総額、年割額の変更をお願いいたしております。 

 次に、８ページ、第３表、繰越明許費です。 

 国の１号補正に伴う事業や、翌年度にまたがる事業など六つの事業で繰り越しのお願

いをいたしております。 
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 次に９ページ、第４表、地方債補正です。 

 変更といたしまして、公共事業等債で、海岸保全施設整備事業、公営住宅建設事業債、

一般単独事業債の合併特例事業で、農業農村整備事業、港湾整備事業、海岸保全施設整

備事業、庁舎整備事業、集会施設整備事業、過疎対策事業債で、過疎地域自立促進特別

事業、臨時財政対策債の計９件をお願いいたしております。 

 以上で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，２７４万３，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４９億９，５９９万９，０００円とす

る補正予算（第５号）の説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  継続費についてお伺いしたいんですが、これは以前から、私

はいろいろ疑問に思うたりして、また今回発言するんですが、継続費が補正前が５，４

５０万、それが補正後が４，６４２万円、これは恐らく入札によって下がってきたから

変更されるんだというふうに思うわけですが、それで、過去をひもといてみますと、当

初予算が工事請負費ですよ、工事請負費が１，２４２万円、それから９月補正で３，３

０４万８，０００円、トータルで４，５４６万８，０００円、それから先ほど市長から

の報告もありましたが、深江老人集会所の契約金額は４，１９０万４，０００円という

ことでございますが、結局１２月補正は、その分ほどが落ちてきておるわけですが、補

正をする必要はなかったんじゃないかということじゃないんか思うんじゃが、どうです

か。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  山本議員さんの今の御質問なんですが、今回、入札の執

行に伴いまして、トータル的に今の下がってきておるいうことですので、設計等、そこ

らの部分を含めまして、１２月で最終的に今のトータル的な金額を上げさせていただい

た、全体の額をですね、この事業をやっていくための金額を上げさせていただいておる

という経過でございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  入札がいうのはわかるんです。それはもう承知しております

のでね。結論から言うような形になって申しわけないんですが、結論的に、先ほど報告

がありました深江老人集会所は４，１９０万という工事請負費の、請け負ったと。それ

までの予算をひもといてみると、９月補正までで４，５００万あったわけです。だから、

その時点で、もう入札してもできるんじゃなかったんかいうのを、私が聞いておるわけ

です。 

○議長（山根啓志君）  箱田土木建築部長。 

○土木建築部長（箱田伸洋君）  すみません、お待たせしました。この老人集会所の

設計額、工事を発注するに当たりましての、一応、設計額が消費税を抜きで４，７３０
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万３，０００円と、税込みにいたしますと５，１００万余りということになっておりま

すので、それはやはり補正予算をいただかないと、執行できなかったということになる

と思います。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  工事請負費、設計書が４，７００万だということですが、先

ほどもしつこいようですが、結果論から申し上げるわけで、設計額を実際このできる金

額いうのは４，１９０万という形で聞かせていただいたわけで、それでですね、どうも

この工事に対してのプロセスが、私はどうも気になるんですよ。そういう面から言って、

まず、設計委託を出します。それを検査するのはどこの課がやるんですか。それから入

札するのに、その設計書は正しいかどうか、どこがチェックしておるんですか。それで

財政課のほうで予算要求するんでしょうが、そこらの調整はどうか、確認をしたいんで

すが。 

○議長（山根啓志君）  箱田土木建築部長。 

○土木建築部長（箱田伸洋君）  設計業務につきましては、それぞれ営繕工事とかが

ありますと、土木建築部の都市整備課のほうが受託をしまして、その設計をしておりま

す。その積算のチェックということになりますけども、積算のチェックにつきまして、

ほかの課で専門的なそういう知識があるものではありませんので、積算についても都市

整備課の中で、部下がつくった設計書を上司のほうがチェックをして、その内容に確認

をして財政課のほうに回すというような形をとっております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  都市整備課のほうでされておるいうことですが、私も長いこ

と実際設計携わって、担当としてやってきた経験から申し上げますと、やはり、これは

素人さんには実際できないだろう思うんですよ。いわゆる建築に精通しておる方でない

と、土木のように共通単価があるならまだいいが、建築の場合はあってないような形、

種目がたくさんありますので、そういったのを見積もりで出してもらうことも、恐らく

あるかと思うので、そこらを適正にチェックされておるのかどうか、それを私は心配し

ておるわけですね。都市整備課のほうにも立派な方もおられるんでしょうが、もう少し

予算要求する前にもチェックも必要だし、設計事務所から出てきたものに対して、精査

をチェックして、それを支払いをするわけですから、ようそこらの検査のやり方いうん

ですか、それを十分に精査していただきたいないうふうに思います。どうもこの数字が、

ひどいですわ。入札率も８５％になっておるんですよ、請負率。入札だから、これはや

むを得んと、それは、まあ、やむを得んだろう思うんですが、しかしね、建築工事の場

合で１５％切ったら、本当にできるんかということも心配しておるわけなんです。 

 それで、４，１９０万の、最後になります、４，１９０万の落札した業者から適正に

できるかどうかのチェックをされておるかどうかお伺いいたします。 

○議長（山根啓志君）  箱田土木建築部長。 

○土木建築部長（箱田伸洋君）  この工事の適切に施工ができるかどうかと、そうい

うことの目安になる基準価格というものが設計書をつくったときに、国とかが出してい
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る数値によりまして、その基準価格がございます。今回その基準価格は、設計額の７９．

３８％という数字になっております。このたびの入札額は、入札率は８２．０２％とい

うことで、国が定めている基準価格のパーセンテージを上回った額で入札をしておりま

すので、適正な履行が期待できるというふうに判断をして、直接請負業者からのヒアリ

ング等は行っておりません。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  まず５５ページの、まちづくり推進事業費の１，１００万

円の減額なんですが、コミュニティ助成事業補助金が９００万円ほど減額になっておる

んですが、このコミュニティ助成事業がうまいぐあいにできてないんか、いってないん

か、いっておるんかいうことと、次の６１ページに、民生費の中に、臨時福祉給付事業

費というのがあるんですが、これはどのような事業なのか。それから７１ページに、環

境衛生費の中に、市の公衆衛生推進協議会事務局活性化事業補助金５４万円が減額にな

っておるんですが、これは公衛協の事務局員の賃金がたしか１００万円か１０４万円か

で当初予算に出ておったんじゃないか思うんですが、それが下げられたんか、その人件

費を下げたんか、そのほかのことで何か減額になったんかをお尋ねします。 

 続いて、７３ページにいわゆる呉の一般廃棄物最終処分場の負担金が毎年あるわけな

んですが、これが今回は９００万円ほどの増額補正となっておるんですが、これは今後

何年続くのか、新しい予算書にも多分出とるんじゃないかと思うんですが、お尋ねしま

す。 

 続いて、同じく７３ページの労働費のところに、訪問看護養成事業委託ホームヘルパ

ーの養成じゃないかと思うんですが、これ毎年、毎年、予算はつけるんじゃけど、なり

手がおらんのんか、大体減額になるんですよね、この辺のどういうふうになっておるん

か。 

 それと、７３ページのところなんですが、やはり特産品の魅力づくり事業委託料とい

うのがあるんですよね。これ１８０万円の減額になっておるんですが、２７年度の予算

書を見ると、６次産業の育成ということで１５０万か百何万か予算がついとるんですが

ね、ここで１８０万の減額が出るようなことで、新しい特産品をつくる、つくらん言う

ても、果たしてうまくいくんかどうか非常に甚だ懸念をしておるんですが、これはちょ

っと後で詳しく説明してください。 

 それと８７ページに教育費のところで、放課後児童健全育成事業で、児童厚生員の報

酬が５００万ほど減額になっておるんですが、これはいわゆる児童厚生員が、賃金が下

げたんだと思うんだけど、人が集まらんかったんか、いわゆる厚生員になり手がおらん

かったんか、どうなんか、その辺がちょっと心配なんですが、詳しく教えてください。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（山根啓志君）  山本企画部長。 

○企画部長（山本修司君）  まず、５５ページにお戻りいただければと思うんですが、

５５ページの中ほど、まちづくり推進事業で、コミュニティ助成事業補助金を大きく減
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額しておることの理由をお尋ねであったと思いますが、コミュニティ助成事業補助金と

申しますのは、全国自治総合センターから助成をいただいて、それを各地域が活動する

ものに対して助成するものでございます。当初予算の編成時には、各自治会の皆さんに、

今年度、２６年度どのような助成の希望がありますかということをお尋ねして、２６年

度については、８団体から手挙げをしていただきました。これを市を通して申請をする

わけなんですけれども、全国自治総合センターのほうで８団体のうち２団体、本市につ

いては２団体の採択をいただきましたので、採択いただけなかった６団体分の助成金を

計上しておったものを、今回落とさせていただくというものでございますので、申請は

たくさんしていただいたんですけれども、国のほうの審査にかけたときに、審査から漏

れたものの分を今回落とさせていただいておるということでございます。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  私のほうから、６１ページの臨時福祉給付金、これ

についてはどういう事業であるかという御質問だったと思いますが、同じく６５ページ

の下の部分ですね、民生費の児童措置費、そこに００４に、子育て世帯臨時特例給付金

給付事業というのがあります。これは昨年４月に、消費税が５％から８％に増額されま

した。そのため低所得者であるとか、そういう弱者に給付するための事業でございまし

た。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  山田市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 淳君）  ７１ページの環境衛生一般事業におきます市公衆衛

生推進協議会事務局活性化事業補助金の減額についてのお尋ねですけども、空位であり

ました市公衆衛生推進協議会の事務局長さん、１０月から新たな局長さん、来ていただ

きました。そのために４月から９月分まで年間を通した予算計上をさせていただいてお

りましたので、４月から９月分の人件費相当分を減額、今回させていただいたというこ

とでございます。 

 続いて、呉市一般廃棄物最終処分場整備負担金の増額補正でございますけども、同じ

ページです、７１ページ、一番最後の行でございますけども、平成２３年度から呉市で

焼山地区で建設をしておりました一般廃棄物最終処分場の整備が、このたび３月の２９

日をもって完成し竣工する予定となっております。これにつきまして、精算に伴う最終

的な負担金ということで、工事費、資材費の高騰、人件費の高騰ということで、今回９

２６万９，０００円の増額をお願いをしているところです。この整備負担金につきまし

ては、今年度末をもって完了いたしますので、来年度以降、この予算は必要ございませ

ん。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺高久君）  ８７ページの放課後児童健全育成事業の報酬でございま

すが、当初３４名で予算計上しておりましたが、４月始まりの段階で３１名でスタート

しております。中で募集をかけて、それからまた中途で退職された方についても募集を

かけておりまして、現在は３４人の定数を満たしておるところでございます。 
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 以上です。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  ７３ページの労働対策費の訪問介護員等養成事業委託料

と、特産品の魅力づくり事業委託料でございます。まず、訪問介護員等養成事業委託料

でございますけども、予算組みのときには、各事業所に案内した結果、５事業所で各２

名ずつの希望がございました。実際、募集したところ、今、４事業所で４名のお方の研

修が始まっております。それも１１月から研修されているところもございますし、２月

１日から研修されているところもございます。そういった観点で整備しますと、ここの

１，６００万円ほどの減額となりました。 

 続きまして、特産品の魅力づくり事業でございますけども、これも地域の産品の魅力

づくりに資する事業を実施することによって、主には失業者の雇用の場を確保するとい

うことが大前提でございます。１業者の応募がございまして、人件費等に対する経費を

弾きますと、結果的には１８６万２，０００円ほどの減額というふうなことになってお

ります。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  児童厚生員で、今、これ臨時で雇うとるんじゃないかと思

うんじゃけど、これでうまいぐあいにいきよる。どうなんです。 

○議長（山根啓志君）  渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺高久君）  児童厚生員につきましては、県の研修等を受けて、必要

な知識、技能等を習得するようにしておりますので、現在のところ、運営に問題はない

と思っております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  この４月から１年から６年生までになるわけだからね、し

っかりとやってもらわんと困るわけなんで、よろしくお願いします。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 ４番 中下議員。 

○４番（中下修司君）  あんまりなれてないもんで、ちょっと初歩的な質問かもわか

りませんけど、３ページの歳入のところですけど、１９款ですね、繰越金と、補正前の

額が１億１，５００万ぐらいですか、補正後が３億１，８００万と、イメージは、ちょ

っと繰り越した、補正前の額というのは、恐らく２５年度の繰越金かなと思うんですけ

ど、補正後の繰越金というのが、この時期とか、どういうのか何かイメージがちょっと

よくわからないんですけど、金のやり繰りの関係かもわかりませんけど、ちょっとこの

あたりを説明していただきたいんですけど。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  １９款の繰越金の話でございますが、補正前の額、

これが１億１，５９３万５，０００円、これは当初予算ではもっと小さな額だったと思

います。それから、６月、９月、１２月、それぞれ定例会がありました。その都度、昨
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年度、２５年度の剰余金を支出のほうで予算が膨らんだために、補正財源として、２５

年度の剰余金を歳入で繰り越しとして、費目で上げたものでございます。これが６月、

９月、１２月までの補正額でございます。現在、極端にいいますと、財布の中には１億

１，５９３万５，０００円あると、このたびの最終の補正で、先ほど総務部長がおっし

ゃいましたように、２５年度のまだ剰余金が幾らかありました。それとこの年度末をも

って、事業の最終見込みがある程度はかれましたので、その剰余金を合わせて３億１，

８８３万円を補正させていただくということで、最終的に４億３，４７６万５，０００

円の繰越金というふうに計上させてもらうということでございます。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  中下議員。 

○４番（中下修司君）  私だけかもわかりませんので、今度また教えてもらいにいき

ますので、以上です。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

 １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  ８７ページの教育費のところの、給食センターの管理運営

事業費なんですけども、こちらのほうで臨時調理員賃金と、１，０００万ほど減額とい

うことで、これはいわゆる常時見てますと、臨時調理員を募集というのをよく見かける

んですが、常時、人員が足りないという状況があるということでよろしいのか、そこら

辺のところをまずは教えてください。 

○議長（山根啓志君）  渡辺教育次長。 

○教育次長（渡辺高久君）  議員おっしゃるとおり、随時募集はかけておりますが、

なかなか応募がないというような形で、今現在、頑張ってやっているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  先ほどの議案の中で、今度また保育園施設でまた、いわゆ

る保育施設とまた教育、学校のほうと分かれてしまうんですけども、やはり子供の食に

関して、やはりどうしても注意していかなくちゃいけない部分は、皆さんよく御存じと

いうか、よくわかってらっしゃると思うんですね。そういう意味では、なぜ調理員が募

集かけても来ないのか、なぜなんだろうというところを、いま一度ちょっと検討してい

ただかなければいけないのかなと。やっぱり慢性的にいないということは、子供たちの

要は食にかかわることですので、そこはもう一度、今度は福祉保健部も絡んでくると思

いますので、そこら辺のところをきっちりと考えていただければなと思います。 

○議長（山根啓志君）  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより、討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第１８  議案第２４号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１８、議案第２４号 平成２６年度江田島市後期高齢

者医療特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２４号 平成２６年度江田島

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 平成２６年度江田島市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４，７４８万６，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億１，６５１万４，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  議案第２４号について説明いたします。 

 補正予算の主なものについては、保険料の見込みによる補正、そして、後期高齢者医

療広域連合に対する納付金の補正と、平成２５年度決算による剰余金の繰越金としての

補正をお願いするものでございます。 

 初めに、歳入ですが、主なものを事項別明細により説明いたします。 

 １００ページ、１０１ページをお願いします。 

 第１款後期高齢者医療保険料、第１項後期高齢者医療保険料、第１目特別徴収保険料、

これは現年度分の減額でございます。 

 第２目普通徴収保険料、同じく減額をお願いしておるものでございます。保険料の収

入見込みによって、このたび減額をお願いするものです。 

 第４款繰入金、第１項一般会計繰入金、第１目事務費繰入金、これは事務費の繰り入

れを減額するものでございます。 
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 第２目保険基盤安定繰入金、これは保険基盤安定繰入金を減額します。低所得者に対

する減額分を一般会計から、保険基盤安定のために繰り入れるものでございます。 

 第５款繰越金、第１項繰越金、第１目繰越金、前年度決算により剰余金が生じました。

そのために繰越金として増額させていただきます。 

 次に歳出について説明いたします。 

 １０２、１０３ページをお願いします。 

 第２款後期高齢者医療広域連合納付金、第１項後期高齢者医療広域連合納付金、第１

目後期高齢者医療広域連合納付金、これは後期高齢者医療広域連合に対する納付金を減

額するものでございます。 

 第４款予備費、第１項予備費、第１目予備費の増額をお願いするものです。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、暫時休憩いたします。１４時１０分まで休憩します。 

                           （休憩 １４時０２分） 

                           （再開 １４時１０分） 

 

日程第１９  議案第２５号 

 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第１９、議案第２５号 平成２６年度江田島市介護保険（保険事業勘定）特別会

計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２５号 平成２６年度江田島
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市介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号）でございます。 

 平成２６年度江田島市の介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第３号）は、

次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，１０８万５，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３５億６，９２１万７，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費。 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

 債務負担行為。 

 第３条 地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることができ

る事項、期間及び限度額は、「第３表 債務負担行為」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  議案第２５号について説明いたします。 

 このたびの補正の主なものは、介護報酬改定に伴うシステム改修委託料の増額と、保

険給付費の見込みによる補正をお願いするものでございます。 

 初めに、歳入ですが、主なものを事項別明細書により説明いたします。 

 １０８、１０９ページをお開きください。 

 第１款保険料、第１項介護保険料、第１目第１号被保険者特別徴収保険料、現年度分

の特別徴収保険料の増額をお願いしております。 

 同じく第２目第１号被保険者の普通徴収保険料について増額するものでございます。

いずれも保険料の増額が見込まれる予定でございます。 

 第３款国庫支出金、第１項国庫負担金、第１目介護給付費負担金、介護給付費負担金

の増額をお願いしております。介護給付費の増額による国庫負担金の増額でございます。 

 第２項国庫補助金、第１目財政調整交付金、第１節現年度分の減額です。給付費の見

込みによる補正でございます。 

 第２目地域支援事業交付金、介護予防事業でございます。 

 第１節地域支援事業交付金の減額です。 

 第３目地域支援事業交付金、これは包括的支援事業、任意事業でございます。それの

減額です。いずれも事業の減額に伴う減でございます。 

 第４目介護保険事業費補助金、第１節介護保険事業補助金の増額でございます。これ

は介護保険法が３年ごとに見直しを行います。その改正に伴い、介護報酬の改定がござ

いますので、システムの改修に充てる予定でございます。 

 第４款支払基金交付金、第１項支払基金交付金、第１目介護給付費交付金、介護給付

費交付金の増額でございます。給付費の見込みに伴う補正でございます。 
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 １１０ページ、１１１ページをお願いします。 

 第２目地域支援事業支援交付金、第１節現年度分、地域支援事業交付金の減額でござ

います。事業費の減に伴うものでございます。 

 第５款県支出金、第１項県負担金、第１目介護給付費負担金、介護給付費の負担金の

増額でございます。 

 第３項県補助金、第１目地域支援事業交付金、これは介護予防事業でございますが、

地域支援事業交付金の減額です。 

 第２目地域支援事業交付金、こちらは包括的支援事業、そして任意事業でございます。

それの減額です。いずれも事業費の減に伴うものでございます。 

 第７款繰入金、第１項一般会計からの繰入金、第１目介護給付費繰入金、介護給付費

の繰入金の増額でございます。給付費の見込みに伴う補正でございます。 

 第２目地域支援事業繰入金、これは介護予防のほうでございますが、減額をお願いし

ます。 

 第３目地域支援事業繰入金、こちらは包括的支援事業と任意事業でございます。これ

の減額でございます。いずれも事業費の減による補正でございます。 

 第４目その他一般会計繰入金、第１節職員給与費繰入金の減額でございます。 

 第３節事務費繰入金の増額です。これは介護保険制度の改定に伴うシステム改修の費

用に充てる予定でございます。 

 １１２ページ、１１３ページをお願いします。 

 同じく第２項介護保険、これはサービス勘定特別会計からの繰入金でございます。こ

れを補正増ということでお願いしたいと思います。 

 第３項基金繰入金、第１目介護給付費準備基金繰入金、第１節基金からの繰り入れ、

これは増額をお願いするものです。給付費の増が見込まれるため、基金からの繰り入れ

を予定しております。 

 次に、歳出について説明します。 

 １１４ページ、１１５ページをお願いします。 

 第１款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理費、共済費を減額します。 

 第１３節の委託料でございますが、先ほどから言っております介護報酬の改定に伴う

システム改修委託料を増額するものです。このシステム改修委託料については、繰り越

しを予定しております。 

 第２款保険給付費、第１項介護サービス等諸費、第１目居宅介護サービス給付費、第

１９節の負担金補助及び交付金、これを増額するものです。 

 第３目地域密着型介護サービス給付費、これについては減額をお願いします。 

 第５目施設介護サービス給付費、これについては増額をお願いします。 

 １１６、１１７ページをお願いします。 

 第７目居宅介護福祉用具購入費、これは国庫支出金を減額し、繰入金を増額する財源

変更でございます。 

 第８目居宅介護住宅改修費についても、同じく財源変更でございます。 

 第９目居宅介護サービス計画給付費については増額をお願いします。 
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 第２款保険給付費、第２項介護予防サービス等諸費、第１目介護予防サービス給付費、

これについては財源変更でございます。 

 第３目地域密着型介護予防サービス給付費は減額をお願いします。 

 第５目介護予防福祉用具購入費、これについては財源変更でございます。 

 １１８、１１９ページをお願いします。 

 第６目介護予防住宅改修費、これについても財源変更でございます。 

 第７目介護予防サービス計画給付費、これについては増額をお願いします。 

 第３項その他諸費、第１目審査支払手数料、これは減額でございます。 

 第４項高額介護サービス等費、第１目高額介護サービス費、これについては増額をお

願いします。 

 １２０ページ、１２１ページをお願いします。 

 第５項高額介護合算介護サービス等費については、財源変更でございます。 

 第６項特定入所者介護サービス等費、これについては増額をお願いします。 

 第３目特定入所者介護予防サービス費、これについては財源変更でございます。 

 第５款地域支援事業費、第１項地域支援事業管理費、第１目一般管理費、これについ

ては財源変更でございます。 

 １２２、１２３ページをお願いします。 

 第２項介護予防事業費、第１目二次予防事業費、これについては、第８節報償費、講

師謝金を減額し、１３節委託料、通所介護の委託料を減額したいと思います。 

 第２目一次予防事業費、第１３節委託料、これは通所型介護予防事業委託料を減額す

るものです。 

 第３項包括的支援事業・任意事業費でございますが、これを減額するものです。 

 １２４、１２５ページをお願いします。 

 職員の給与費について添付しております。 

 予算書の１８ページにお戻りください。 

 第２表に繰越明許費として掲げております。総務費に介護報酬改定に伴うシステム改

修委託を繰り越しを予定しております。 

 そして、第３表 債務負担行為でございますが、通所型介護予防事業と通所型介護予

防事業委託、同じ名称ですが、介護予防と認知症予防、この事業について債務負担行為

を設定したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  １１５ページに地域密着型介護サービス給付費が６，５０

０万減額になっておるんじゃけど、それで居宅介護サービス給付費はふえて、地域密着

型が減っておるわけなんじゃけど、これはどういう理由でこうなるか、皆、地域密着型

のサービスを受けてないで減っとるんじゃろう思うんじゃけどね、何か理由があるんじ
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ゃろう思うんじゃけど。 

 それと、１２１ページに特定入所者介護サービスいうんがあるが、この特定入所者い

うのは、具体的にどんなことをいうんか。１２３ページに、二次予防事業費と一次予防

事業費、いわゆる介護予防事業の中に二次と一次があるんじゃけどね。具体的にこれは

どんなことをしておるんでしょうか。この３点をお願いします。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  地域密着型の事業でございますが、吉田病院さんが

事業を開始した、ちょっと名前をど忘れしました。その事業の開始が多少おくれたいう

ことが主な要因だと思います。 

 それと、ごめんなさい、これに関しては、特定入所者に関しては、ちょっと私把握し

切れていません。 

 そして、一次・二次予防については、これは健康体操とか、そがいなものでございま

す。 

 先ほどの１２１ページの件ですが、また、これは後ほど回答したいと思います。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  吉田病院のだったら、例えばあれ、小規模多機能ができた

んじゃけど、去年、できたんじゃないですか、あれですか。 

 それと１２３ページの一次予防、二次予防いうのは、一次はこういうふうなんで、二

次はこういうふうなのがあるわけ、体操に。ちょっと教えてよ。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  実際私が現場に出向いてないもんで、どんな内容か

わかりません。また課長のほうから説明します。 

○議長（山根啓志君）  暫時休憩します。 

                           （休憩 １４時２９分） 

                           （再開 １４時３３分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 説明員を入れますので、池田説明員と棚田説明員は入場してください。 

（説明員入場） 

○議長（山根啓志君）  棚田高齢介護課長。 

○高齢介護課長（棚田康冶君）  高齢介護課長の棚田でございます。よろしくお願い

いたします。 

 先ほど片平議員のほうから御質問がありました１２１ページの特定入所者の介護サー

ビスの事業内容についてということで御質問があったと思います。それにつきましては、

事業の内容といたしましては、低所得者で要介護者、今の介護・要介護の１から５の方

の施設入所等サービス利用に係る食費、居住費、滞在費ですね、これの負担減額の給付

に伴うものでございます。 

 以上でよろしいでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  池田センター長。 

○地域包括支援センター長（池田由美子君）  地域包括支援センター、センター長の
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池田です。 

 先ほど御質問のありました二次予防事業と一次予防事業について説明させていただき

ます。 

 二次予防事業というのは、アンケート調査をさせていただき、そして要介護状態にな

るおそれのある方を抽出させていただいております。その方を対象として介護予防のた

めの運動教室、認知症予防教室、また栄養指導、口腔指導などの教室を開いております。 

 また一次予防事業のほうなんですが、こちらのほうはまだ介護のおそれのない活動的

な御老人の方、高齢者の方を対象としております。また、これも同じように運動、認知

症予防、栄養指導、口腔指導などの教室を開いております。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員よろしいですか。 

○１０番（片平 司君）  はい。 

○議長（山根啓志君）  それでは御苦労さんでした。 

 暫時休憩します。 

                           （休憩 １４時３５分） 

                           （再開 １４時３５分） 

○議長（山根啓志君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２０  議案第２６号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２０、議案第２６号 平成２６年度江田島市介護保険

（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２６号 平成２６年度江田島
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市介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 平成２６年度江田島市の介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計補正予算（第１

号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０３万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２，０２３万円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、福祉保健部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  島津福祉保健部長。 

○福祉保健部長（島津慎二君）  議案第２６号について説明いたします。 

 補正の主なものは、事業の精算見込みによる補正でございます。 

 初めに歳入ですが、主なものを事項別明細により説明いたします。 

 １３０、１３１ページをお願いします。 

 第１款サービス収入、第１項介護予防給付費収入、第１目介護予防給付費収入、第１

節介護予防サービス計画費収入を増額でございます。これはケアプランの作成に係る収

入でございます。 

 第４款第１項繰越金、第１目繰越金、第１節繰越金、これについては前年度決算によ

る剰余金を計上しております。 

 第５款諸収入、第１項雑入、第１目雑入、第１節保険料個人徴収金の減額でございま

す。 

 次に歳出について説明いたします。 

 １３２、１３３ページをお願いします。 

 第１款事業費、第１項居宅予防支援事業費、第１目居宅予防支援事業費、第１節報酬、

これを減額お願いします。 

 ４節は共済費の減額でございます。嘱託職員４名の採用予定でございましたが、応募

者が３名でございましたので、減額するものでございます。 

 第１３節委託料、地域包括支援センターシステム改修業務委託を増額するものでござ

います。 

 第２款諸支出金、第１項繰出金、第１目介護保険特別会計へ繰り出します。これを増

額するものでございます。 

 第２項基金費、第１目介護予防支援事業運営基金費、第２５節積立金、介護予防支援

事業運営基金に積み立てるものでございます。 

 １３４ページをお願いします。 

 特別職の給与費明細を添付しております。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２１  議案第２７号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２１、議案第２７号 平成２６年度江田島市住宅新築

資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２７号 平成２６年度江田島

市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 平成２６年度江田島市の住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３２万９，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２，８３２万９，０００円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 内容につきましては、市民生活部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  山田市民生活部長。 

○市民生活部長（山田 淳君）  議案第２７号について説明いたします。 

 予算書１３８、１３９ページをお開きください。 

 まず歳入です。１款県支出金、１項県補助金、１目住宅新築資金等貸付事業補助金、

こちらにつきましては、償還推進助成事業補助金の減額です。 

 ２款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、こちらは前年度繰越金の確定額を計上させて

いただいております。 
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 １４０、１４１ページをお開きください。 

 歳出です。１款住宅新築資金等貸付事業費、１項住宅新築資金等貸付事業費、１目貸

付事業事務費、会計において生じました剰余金を一般会計のほうに繰り出します。 

 ２款公債費、１項公債費、こちらについては、元金の償還金として増額補正をさせて

いただくものです。 

 以上です。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２２  議案第２８号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２２、議案第２８号 平成２６年度江田島市地域開発

事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２８号 平成２６年度江田島

市地域開発事業特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 平成２６年度江田島市の地域開発事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６７４万円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２億１，１８６万円とする。 

 第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費。 
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 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

 内容につきましては、土木建築部長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  箱田土木建築部長。 

○土木建築部長（箱田伸洋君）  それでは、議案第２８号について説明をさせていた

だきます。 

 最初に、歳出について説明をさせていただきますので、事業別明細書の１４８、１４

９ページをお開きください。 

 １款１項１目地域開発事業費を６７４万円減額するものでございます。 

 内容は、まず委託料についてですが、設計委託料については、水産振興施設用地、い

わゆるカキ屋さんの移転用地ですけども、その造成に係る実施設計とか、水道の実施設

計業務をことし発注をいたしました。その執行残が６３０万円、それから工事委託料に

ついては、県に委託しております公有水面埋立工事の執行残額が３９４万円となり、合

わせて１，０２４万円を減額するものでございます。 

 また、工事請負費につきましては、公有水面埋立工事に伴いまして、既存の防波堤の

補強工事が必要となっており、それに先立って、その防波堤に係留しております市が所

有する浮き桟橋を移転させる必要がございます。このため１２月補正で浮き桟橋の移設

に必要なアンカーブロックやチェーン、これを製作する工事を発注させていただきまし

た。その後、県と協議を進める中で、２７年度に今度は実際に浮き桟橋を移設をする工

事が必要となってまいりますが、その移設する工事の一部を前倒して施工する必要があ

るという指摘がございましたので、その費用３５０万円を今回増額補正を提案させてい

ただきました。この工事費の増に伴いまして、工期が年度内に完了できず、翌年度に及

ぶことになりますので、１，７１０万円を次年度に繰り越すこととしております。これ

は３２ページに示しております。 

 次に、前のページに戻っていただきまして、歳入でございます。 

 １４６、１４７ページをお開きください。 

 ２款１項１目一般会計繰入金を６７４万円減額するものでございます。先ほど申し上

げました歳出の減額に伴いまして、一般会計からの繰入金を同額減額いたします。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２３  議案第２９号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２３、議案第２９号 平成２６年度江田島市下水道事

業会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第２９号 平成２６年度江田島

市下水道事業会計補正予算（第２号）でございます。 

 内容につきましては、企業局長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  前企業局長。 

○企業局長（前 政司君）  議案第２９号について説明します。 

 このたびの補正は、今年度の事業の精算見込みによる事業費の減額と、それに伴う財

源の減額補正を行うものです。 

 下水道事業会計補正予算書の１ページをごらんください。 

 第１条 平成２６年度江田島市下水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

 第２条 平成２６年度江田島市下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を、次のとおり補正するものです。 

 収入について、第１款下水道事業収益の第１項営業収益を３，４０７万８，０００円

の減額補正、第２項営業外収益を３，０１７万２，０００円の減額補正を行いまして、

１款下水道事業収益の補正後合計額を１１億７，６６３万２，０００円とするものです。 

 支出について、第１款下水道事業費用の第１項営業費用を６，３４０万４，０００円

の減額補正を行いまして、第１款下水道事業費用の補正後合計額を１１億７，８０６万

５，０００円とするものです。 

 第３条 予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもの

です。 

 収入について、第１款資本的収入の第１項企業債を４８０万円の減額。 

 第２項出資金を２，４２６万１，０００円の減額。 

 第３項国庫補助金を２５万円の増額。 

 第４項負担金を５８１万８，０００円の増額補正を行い、第１款資本的収入の補正後
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合計額を３億４，４１４万５，０００円とするものです。 

 支出について、第１款資本的支出の第１項建設改良費を２，９６０万円の減額補正を

行い、第１款資本的支出合計額を６億９，０１３万１，０００円とするものです。 

 これに伴い、第３条本文にあるように、予算第４条本文括弧書中「資本的収入額が資

本的支出額に対し不足する額３億５，２５９万３，０００円」を「資本的収入額が資本

的支出額に対し不足する額３億４，５９８万６，０００円」に減額し、「当年度分損益

勘定留保資金２億６，４８７万１，０００円」を「当年度分損益勘定留保資金２億５，

８２６万４，０００円」に補正します。 

 第４条 予算第５条に定めた企業債の限度額を、第３条に示すとおり４８０万円の減

額補正を行いまして８，０３０万円に改めます。 

 第５条 予算第８条に定めた一般会計補助金を２，６８４万７，０００円の減額補正

を行いまして、１億６４３万６，０００円に改めます。 

 補正の内容についてですが、３ページの実施計画をごらんください。 

 収益的収入及び支出の表で、まず下段の支出についてでございます。 

 下水道事業費用の１項営業費用、管渠費及び処理場費については、工事請負費、委託

費等の執行見込みによる減額です。 

 その下、普及促進費については、水洗便所改造補助金の執行見込みによる減額でござ

います。 

 上段の収入につきまして、下水道事業収益の下水道使用料の減額は当初予算の見込み

が過大であったため、下水道事業収益の一般会計負担金、一般会計補助金、消費税還付

金については、先ほどの支出の減に伴う減額を行っております。 

 ４ページに移りまして、資本的収入及び支出でございます。 

 下段の支出のほうでございます。資本的支出の建設改良費については、工事請負費委

託料などの執行見込みによる減額でございます。 

 上段の収入について、１項企業債、２項一般会計出資金については、先ほどの支出の

減に伴い減額を行いました。 

 ４項負担金の受益者負担金、受益者分担金については、収入見込みによる増額を行っ

ております。 

 キャッシュフローは５ページに、費目別内訳は６ページ、７ページに記載してあると

おりです。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第２４  議案第３０号 

 

○議長（山根啓志君）  日程第２４、議案第３０号 平成２６年度江田島市交通船事

業会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 直ちに提出者から提案理由の説明を求めます。 

 田中市長。 

○市長（田中達美君）  ただいま上程されました議案第３０号 平成２６年度江田島

市交通船事業会計補正予算（第３号）でございます。 

 内容につきましては、企業局長をして説明申し上げます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  前企業局長。 

○企業局長（前 政司君）  議案第３０号について説明いたします。 

 このたびの補正は、市所有のドリームのうみ売却による特別利益の増額と、それに伴

う消費税の増額を補正するものです。 

 交通船事業会計補正予算書の１ページをごらんください。 

 第１条 平成２６年度江田島市交通船事業会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

 第２条 平成２６年度江田島市交通船事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正するものです。 

 収入について、第１款汽船事業収益の第３項特別利益を９，４７８万２，０００円の

増額補正を行いまして、第１款汽船事業収益の補正後合計額を５億９，３５８万４，０

００円とするものです。 

 支出について、第１款汽船事業費用の第２項営業外費用を７０２万１，０００円の増

額補正を行いまして、第１款汽船事業費用の補正後合計額を５億５，４８５万５，００

０円とするものです。 

 補正の内容についてですが、３ページの実施計画書をごらんください。 

 収益的収入及び支出の表で、まず上段の収入についてでございます。 

 汽船事業収益の第３項特別利益については、１２月にドリームのうみが売却されたこ

とによる固定資産売却益の増額です。 

 下段の支出に移りまして、汽船事業費用の第２項営業外費用はドリームのうみ売却の
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消費税の増額を行っております。 

 キャッシュフロー計算書は４ページに、費目別内訳は５ページに記載してあるとおり

です。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これをもって討論を終結いたします。 

 これより直ちに採決を行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 なお、２日目は明日午前１０時に開会いたしますので、御参集お願いいたします。 

 本日は御苦労さまでした。 

                            （散会 １５時０２分） 
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